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層状ポリケイ酸塩

－その特性と材料化への展望一

小 菅 勝 典

資源環境技術総合研究所素材資源郡珪素珪素材研究室

層状ポリケイ酸塩は，詳細な結晶構造は未解明であるが，層問にシラノール基を持つこと，8員環な

どのマイクロポアが存在すること，骨格中にアルミニウム等を含まないこと，またイオン選択性などの

点において粘土鉱物と異なっていることから，層問を利用した材料合成のための新規ホスト化合物とし

て期待される。

本解説では，層状ポリケイ酸塩の合成，脱水・復水に伴う構造安定性，イオン交換に伴う粒子の分散，

ガス吸着特性による微細構造の検討結果並びにインターカレーションによる高耐熱性シリカ架橋多孔体

の作製に関して紹介する。

1．はじめに

層状化合物はインターカレーションのホスト化合

物として，新規な多孔体や触媒を始めとした機能性

材料への応用が期待されている。スメクタイトおよ

びマイカ等の粘土鉱物はその代表的な化合物である

が，層問を利用した材料合成ではゲスト並びにホス

トの選択が重要な課題である1～B）。ホストの1つと

して，層格子がSiO4四面体だけから成る層状ポリ

ケイ酸塩とその酸処理生成物である層状ポリケイ酸

がある4～8〉。その中でマガディアイト9，10），ケニヤ

アイト11，12）が良く知られ，その他にカネマイト13），

マカタイト14），アイラアイト16・16）等がある。本誌

にも紹介されているように1ア），カネマイトからのメ

ソボーラス物質の合成並びにその生成機構が無機合

成化学分野においてホットな話題となっている18〉。

本稿では，主にマガディアイト，ケニヤアイトお

よびその層状ポリケイ酸に関する筆者らの研究，合

成，層間水の脱水・復水挙動に伴う層構造の安定性，

ガス吸着特性およびイオン交換に

伴う粒子分散現象並びにインター

カレーションによるシリカ架橋多

孔体の作製に関して紹介する。

2．層状ポリケイ酸塩について

4種類の層状ポリケイ酸塩の化

学組成と底面間隔の実測値を表1

に示す19・餌）。この中でマカタイト

の結晶構造は解明されているが14），他の化合物に

関する詳細な結晶構造データは得られていない。

Schwiegerらはアイラアイト，マガディアイト及

びケニヤアイトについて，29s卜NMRスペクトル

のQ3／Q4比とマカタイトの結晶構造を基に構造モデ

ルを提案したが，底面間隔の計算値と実測値には大

きな差違があった21）。Brandtらはこれを修正し，

表1のように実験値と計算値が良く一致するモデル

を提案した19・20〉。図1（a）および（b）にその構造モ

デルを示す。上向きおよび下向きそれぞれ2個，計

4個のSiO4四面体の基本ユニット（摺1（a））から

構成される単位シートが3枚積み重なってシリケー

ト層を形成し，層問にはNa＋イオンとそれに配位す

るH20分子が存在する（図1（b））。マカタイト，ア

イラアイトおよびケニヤアイトのシリケート層は図

1（a）に類似の単位シートがそれぞれ1，2および4

枚積層していると考えられる。層問に突き出た頂点

酸素の一部には水素イオンが結合しシラノール基と
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して存在する。また，マガディアイトの構造中最も

大きな径をもつマイクロポアが8員環としてc軸方

向に存在する。Si－0と0－0の結合距離をそれぞ

れ0．162nm，0．264nmとすると，8員環の幾何学的

直径は約0．37nmである。一方，マガディアイトの

AFM観察により，単位シートのSiO。四面体の向き

の組み合わせが図1と異なることが示唆されてお

り22），層状ポリケイ酸塩の結晶構造の解明は今後さ

らに検討を要する課題である23，24，2与〉。

マガディアイトから誘導される層状ポリケイ酸の

構造を，図1（a）と（b）から類推し，図1（c）と（d）

に示した。Brandtらがマガディアイトの脱水機構

で述べた隣接のシリケート層の移動様式“great

toothing’’により上側のシリケート層の8員環に下

側の層の4員環が噛み合った状態に対応していると

考えられる26）。ただし，層間のNa＋イオンは除去さ

れているので，隣接層は密着し底面間隔は1．12nm

を示す。また，層問のNa＋イオンはK＋，Li＋，Ca苧＋

など他の陽イオンと交換可能である。特に，H＋で

交換したものは前記の通り層状ポリケイ酸と呼ばれ，

マガディアイトに対してはH－マガディアイトと表

記される。

したがって，層状ポリケイ酸塩は，①層状構造を

呈する，②陽イオン交換性を示す，③アルカリ陽イ

オンの種類により底面間隔が変動するなどの点から，

粘土鉱物に類似している。しかし，④構造内にアル

ミニウムを含まず，⑤層問にシラノール基が存在し，

⑥アルカリイオンを酸処理によって除去すると結晶

性の層状シリカ（層状ポリケイ酸）が生成し，⑦SiO4

四面体シートの独特な積み重さなりに起因して8員

環などのマイクロポアが存在することから，構造や

層問域の性質はゼオライトや粘土鉱物とは異なる新

しいタイプのケイ酸塩と見ることができる。

層状ポリケイ酸塩の構造安定性，層問における脱

水・復水挙動，イオン交換およぴインターカレーシ

ョンとそれに伴う形態制御，あるいはガス吸着現象

など種々の物理化学的特性は，図1（a），（b）と図

1（c），（d）に描いた2つの構造モデルと，両者間

の可逆的な変化によって説明することが可能である。

3．合 成

層状ポリケイ酸塩はアルカリ塩湖に特有の鉱物で

あり，マガディアイトが1967年ケニヤのマガディ

湖で発見され，ついでケニヤアイト，マカタイトの

存在が知られるようになった27・28）。しかし，高純度

のものを大量に確保することは難しく，アイラアイ

トは自然界では確認されていない。このため層状ポ

リケイ酸塩の基礎的特性並びに応用研究を行う際に

は，Lagaly等の方法9八は）により100℃付近で数

週間かけて合成するのが」投的である。

短時間で結晶性の高い純粋柏を作製するには水熱

合成が有用であるが，生成過程が非晶質シリカの溶

解・析出反応に支配されるため，合成条件はシリカ

原料の種類および反応温度やNaOH濃度に大きく左

右される4，11・29）。湿式法で得られた非晶質シリカを

使用し，SiO2，NaOH，H20懸瀦液（混合モル比＝1：

0．23：18．5）からマガディアイトは150℃，24時間で

生成するが，ケニヤアイトは200℃を要することが

分かった2争）。さらに，前者の生成ではトブタノール

の添加が効果的で，合成条件の多少の変動には影響

されず，反応温度やNaOH濃度を低下させることが

可能であった詮0）。ケニヤアイトの合成温度を低下させ

るには，ナトリウム塩の他にKOHあるいはK2CO8な

どカリウム塩の添加が有効で，170℃以下，24時間以

内で結晶化する29）。アイラアイトの作製には，SiO2：

NaOH：H20＝1：0．5：7の高アルカリ性懸濁液を
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100℃付近で7～14日間反応させる必要があった。

また，アイラアイトとマガディアイトに関しては，

カネマイトと同様囲柏反応を利用して合成可能なこ

とが報告されている31〉。

4．脱水・復水挙動と層構造の安定性

層状ポリケイ酸塩の加熱に伴うシラノール基32）と

シリケート層の構造変化㌔10・12・13・33）は，層問域の性

質を明らかにしその応用を図るための基本的検討課

題である。

マガディアイトおよびケニヤアイトの層問水のう

ち約85褒は200℃で脱離し，脱水相は図1（c），（d）

とはぼ同様な構造を呈すると考えられる。図2の高

温Ⅹ繰回折図からマガディアイトとケニヤアイトの

底面間隔は80～100℃でステップ状に変化すること，

さらにこの状態での脱水率は200℃までの50魂であ

ることがTG曲線から分かった33）。また，180℃，
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10‾8Torrで前処理した両化合物の水蒸気吸着等温

線も，図3のように低相対圧部で2段階の吸着過程

を経て復水することを示している34〉。1段目の吸着

量は全吸着量の約50多であり，このステップは前記

の底面間隔が十定値となった状態に対応している。

200℃以下の脱水・復水過程において，シリケート

層は，頗1（a），（b）と（c），（d）との問の中間相

を経由して可逆的に移動することになる。Brandt

らは中間相への隣接のシリケート層の移動様式を

“great toothing”に対し“1ittle toothing”と呼

んでいる2¢）。

200℃以上に加熱すると，層問のシラノール基が

縮合・脱水し始め，復水しても完全には元の結晶構

造に戻らない24〉。しかし，500℃以下ではエチレン

グリコール処理により膨潤することから，両化合物

とも層構造は保持している。600℃付近からシリケ

ート層は分解し，α一石英，クリストバライトある

いはトリディマイトが結晶化し始める。しかし，ケ

ニヤアイトの方が分解し難く，耐熱牲はシリケート

層の厚さによって異なることが分かった。

5．ガス吸着法による微細構造の検討

層状ポリケイ酸塩の吸着サイトは層問の他に，外

表面と8員環が考えられる。層状ポリケイ酸塩およ

び層状ポリケイ酸のBET比表面積は20～30m2／g

であるア，36〉が，H－ケニヤアイトの層問にはN2分

子は吸着し易く比表面積は100m2／g以上を示す35㌔

また，ガス吸着の応用として，層状ポリケイ酸によ

る有機分子の分離がある。しかし，特定の分子を吸

着し分離効果は認められるものの，層問あるいはマ

イクロポアではなく粒子間隙に起因した現象であるア）。

これまでのガス吸着の研究からはマイクロポアある

いは層問の構造および化学的特性に関する知見はは

とんど得られていない。

表2にN2およびCO2等の吸着等温線の解析結

果34）を示す。脱ガス条件は180℃，10‾3Torrであ

り，この時シリケート層は図1（d）のように密着し

ている。N2吸着等温線のBET並びにt曲線の解

析36）から，マガディアイト，ケニヤアイトの層問イ

オンを除去するとマイクロポアが生起するが，再度

NaOH溶液で処理しそれぞれの層状ポリケイ酸塩に

戻すと，全比表面積は元の値に戻ることが分かった。

N2の分子径が0．42nm，8員環の有効径は0．37nm

であることから，N2分子は8員環には吸着されな

い。したがって，N2分子の吸着サイトは層問と考え
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るのが妥当で，N2分子は層問を押し開いて吸着し，

特にH－ケニヤアイトの層問は0．8nm程度広げられ

る。さらに，図4に示すように脱ガス温度が200℃

以上では比表面積は減少し，前節のシラノール基の

縮合・脱水が200℃付近から開始することに対応し

ている、。また，H－マガディアイトとH一ケニヤア

イトに対するN2分子の吸着量の相違はSiO4四面体

シートの積層枚数に起因し，その数が多いはど隣接

シート問の結合力が弱いことが推定できる。

CO2分子は無極性で分子径は0．32nm，さらに吸

着温度が25℃であることから，8員環にマイクロポ

ア充填3ア〉すると考えられる。また，図1の構造モデ

ルではマガディアイトとケニヤアイトの8員環には

同程度吸着するはずである。しかし，表2に示す通

り，CO2吸着量は構造タイブにより顕著に異なり，

8員環の有効径はマガディアイトよりもケニヤアイ

トの方が大きいと考えられる。ケニヤアイトの8員

環の有効径を求めるため，CO2より大きな分子径を

持つCH。（0，35nm），C2H6（0．38nm）および卜C4Hl。
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（0．40nm）の吸着等温線をDRプロット3ア）により解

析した。図5は，それぞれのガス吸着で得られる全

細孔容積と分子径の関係を示している。この微分曲

線のピーク値から，ケニヤアイトの8員環の有効径

は0．36nmと推定できる。Brandtらの構造モデル

では，両構造型の8員環の大きさは同じである。し

かし，ガス吸着法により得られた8員環の有効径は，

マガディアイト型0．32nm程度，ケニヤアイト型0．36

nmであり，後者の8員環の形状は図1に描いた正

8角形に近く，マガディアイトの8員環はa軸，あ

るいはb軸方向に引き伸ばされて歪んでいると考え

られる。このことは，両構造型のSiO。四面体の連

結様式に差異があることを示唆している。

6．粒子分敢

マガディアイト，ケニヤアイトは彙片状結晶が集

合した球形粒子である（図6（a））。これらを酸処理

して作製した層状ポリケイ酸も元の形態を保持し，

さらにNaOH溶液で処理すると，形態変化は全く認
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Fig．6 SEMphotographsof（a）ma伊diiteand
（b）showing dispersion ofthe K－magadiite

Pa血cles・Scalebarsindicate2／‘m・

められずそれぞれの層状ポリケイ酸塩に復帰する38・3℃

しかし，NaOH以外のアルカリ溶液を添加すると球

形粒子を構成する葉片状結晶に分散する傾向が認め

られ（図6（b）），SEM観察によりLiOH＞KOH＞

NH40Hの順に分散し易いことが分かった39）。図7

に懸濁水溶液中にアルカリ溶液を滴下した場合のイ

オン伝導度（a）と粒子の表面電位の変化（b）を示

す40）。Na＋は他のアルカリイオンに比ベH＋との

交換が速やかに進行することが分かる。また，水溶

液中で負に帯電した粒子にNaOH溶液を加えても帯

電状態に変化はないが，他のアルカリ溶液では少量

添加しただけで員の電荷量が増加する。その増加割

合はLiOH＞KOH＞NH。OH溶液の順で，SEM観

察の結果と∵致している。図7およびpH滴定曲線

から，層問におけるイオン交換反応は次の2つの式

で表せる。

SiOH＋OH‾→SiO‾＋H20
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Dispe「Sio

→

Fig・8 Schematicrepresentationofthe

Particledispersionmechanism・

SiO‾＋M‾→SiOM（Mはアルカリイオン）

NaOH溶液以外のアルカリ溶液中では上式のイオン

交換速度が遅いため，図8に示すようにOH‾イオ

ンがH一マガディアイト粒子表面を取り囲み，葉片

状結晶問に反発力が生ずると考えられる。また，H－
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マガディアイトよりもH－ケニヤアイトの方が分散

し易い。本分散現象を利用すると，図1（a）に示し

たマイクロポアが十万向に配向した膜状あるいは平

板状の層状ポリケイ酸塩が作製が可能である。一般

に材料化においてマクロ形態の制御は重要であり，

粒子分散現象は層状ポリケイ酸塩（層状ポリケイ酸）

をイオン交換体や吸着割に応用する際の有用な基礎

技術と考えられる。

層状ポリケイ酸塩粒子の分散現象は，H－ケニヤ

アイトヘの陰イオン型界面活性剤の吸着41），H－マ

ガディアイトヘのオクチルアミンのインターカレー

ション墟〉の際にも観察されている。さらに，前者で

はH－ケニヤアイトとH－マガディアイト粒子の陰

イオン型界面活性剤による分散の難易が8員環の有

効径の差異に起因し，前者の方が大きいことを示唆

している。このことは，前記のガス分子吸着法の結

果を支持しており，分子径および化学的性質の異な

る分子やイオンの吸着等温線の解析，吸着サイトの

解明は，層状ポリケイ酸塩の化学的性質や微細構造

を検討するための有用な方法である。

7．インターカレーションによる多孔体の作製

表1に示したように，層状ポリケイ酸塩（および

層状ポリケイ酸）にはシリケート層の単位シートの

積層枚数が異なるものが存在し，その相違によって

ガス吸着特性やイオン交換特性などの基礎的性質に

差異が認められる。したがって，同一条件でインタ

ーカレーション反応を行っても，ホストにより異な

る細孔径を持った多孔体の作製が可能と考えられ

る舶）。H－アイラアイトに1－オクチルアミンとSト

アルコキシド（TEOS）をインターカレーションし

て得られた生成物の加熱変化を図9のⅩRD図に示

す44）．1000℃では底面反射が消失することから架

橋構造は破壊されるが，比表面積は600，800℃，

900℃でそれぞれ1152，828，586m2／gとこれま

でに報告されたシリカ架橋多孔体の中で最も高い耐

熱性を有することが分かった墟・46～47）。H一マガデ

イアイト及びH－ケニヤアイトをホストとした場合，

比表面積は600℃でそれぞれ．870，940m2／g，800

℃で600，390m2／gであった。柱の高さは層格子の

厚さを差し引くとアイラアイト，マガディアイト，

ケニヤアイトの順に2．6nm，2．2nm，1．8nmとなる。

ホストによらずN2吸着等温線から得られたt曲線は

いずれもマイクロポア特有の形状を示し，MPプロ

ット48〉（図10）から求めた細孔径分布は比較的鋭く

（6）
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約1nmにピーク値を持っている。1nmは柱の間隔

と考えられることから，層状ポリケイ酸塩のインタ

ーカレーションを利用して一方向に長細い細孔を持

った多孔体が作製できたことになる。以上の結果は，

ホストの種類さらにはゲストの選択などインターカ

レーションの条件を変化させることによって，細孔

径の異なる化学的性質が類似した一群の多孔体の作

製が可能なことを示唆している。

8．ま とめ

SiO2だけを含む層格子を持つ層状ポリケイ酸塩

は，その耐熱性，層問に存在するシラノール基や層

格子の可逆的な移動などを利用した応用が期待され

る。しかし，結晶構造は－－－・部のものしか解明されて

おらず，またイオン交換特性についても粘土鉱物，

ゼオライトのような包括的な検討は行われていない。

これまでの研究において，高結晶度のマガディア

イトおよびケニヤアイト単一柏の合成条件を見いだ

し，構造の安定性，イオン交換特性，ガス吸着特性

を検討した。層状ポリケイ酸が耐熱性や耐酸性に優

れていること，イオン交換によりマイクロポアが一

定方向に配向した膜状の層状ポリケイ酸塩が作製可

能なこと，また分子吸着法が未解明な微細構造の解

明に有効であることを明らかにした。また，インタ

ーカレーションによるシリカ多孔体を作製し，従来

の架橋型多孔体と比較して耐熱性の点で優れ，細孔

も∵方向に良い独特な形状であることが明らかにな

った。今後さらに，ガス吸着あるいはイオン交換特

性などの基本的な諸特性を検討し，層状ポリケイ酸

塩の層問を利用した新規素材の合成を行いたいと考

えている。
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吸着誘起相変化

β－キシレシ／ZSM－5系

高石哲男，堤 和男

豊橋技術科学大学

バラヰシレン吸着によりZSM－5の相変化が起こる。室温では，圧上昇に依り，P21／乃→P紹椚α→

P212121と変化する。柏変化の機構は極めて単純である。バラキシレンの圧が上がると，圧上昇を緩め

ようとして，吸着容量の大きい相に移る。つまり，Le Chatelier－Braunの法則に従っている。

この観点から最近のデータを解析できる。吸着等温線はLangmuirモデルで記述出来るが，吸着

hysteresisは定量的には解析できない。hysteresisは結晶のドメイン構造に由来する。ZSM－5中の

Al含有量が少なければ，hysteresis曲線は比較的に単純だが，Al量が増すと複雑になる。

1．はじめに

♪－キシレン吸着が，ZSM－5の相変化を誘起す

る。この構造問題について，Mentzenの解説がゼ

オライト（Zeolite News Letter），1993，10，PP．

77－90に載ったが1），この解説からは現象の本質

も全体像も見えてこない。最近豊橋技科大でかなり

系統的に研究し2・3），漸く全体像が明らかになった。

吸着誘起相変化は一般性のある現象で，他の系でも

起こる。ここでは，カーキシレンを例にしてその本

質を解説することにしよう。

熱力学にLe Cha也lier－Braunの法則があるが，

具体例で説明しよう。氷に圧力をかけると，圧の上

昇を緩和すべく，比容積の小さい水に相変化する。

つまり，Gibbsのfree energyの♪V項の増加を幾

分か緩めようにする。余談になるが，このお陰でア

イス・スケートが成り立っ。つまり，溶けた水が潤

滑剤として働いてくれる。同様に吸着ガス圧を増す

と，圧力の上昇を緩和すべく，吸着剤は吸肴量の多

い柏へと変化する。ZSM－5は室温カーキシレン圧

が増すとP21／紹→P乃椚β→P212121と相変化する。

これら三相の〃，ざと♪－キシレン吸着熟すstを図1

に示す。Le Chatelier－Braunの法則に従ってい

ることが良く分かる。

数年前から吸着分子問相互作用や，吸着によるロ

ーカルな歪み等を考慮した統計力学理論が出たが，

ゴチャゴチャしているだけで，明解なイメイジがな

い。ここでは，Langmuir型等温線が良い近似であ

ることを示し，細かいことは省いて本質を浮き彫り
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図1ZSM－5／♪－キシレン系の熱力学関数と

Le Chatlier－Braunの法則

にしたい。

2．吸着等温線と吸着熟曲線

ZSM－5－1000（触媒学会 参照触媒），352Kに

おける♪一キシレンのLangmuirプロットと吸着熱

曲線を図2と3に示す。Na，Hは7ユニットセル当

たり1個あり，これが高い初期吸着熱ピークを生ず

るが，統計力学的には無視してよい。Langmuirプ

ロットは吸着量2．8－3．8p．u．c．の範囲で良い直線

性を示し，4を越すと急に曲がる。P〃椚β相から

P212121相になるからである。直線部の相関係数は

0．9999と良く，Langmuir式に適う好い例である。
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ZSM－5－1000NaとZSM－5－1000Hでは僅か

ながら差がある。

依って以下各々の柏についてLangmuirモデルを採

用する。

3．ドメイン構造と吸脱着ヒステレシス

ZSM－5とZSM－11の骨格の差異は少なく，∂c一

面の重ね方の違いに帰せられ，両者はintergrowth

しやすい4）○またzSM－5のP乃椚β，P21／紹，P212121

相の骨格の差はβC一面の重ね方の僅差に帰せられ6），

intergrowthが起こりやすい。intergrowthによる

歪みを調整するため，結晶はドメイン構造をとるこ

とになる。ⅩRDもドメイン構造を示唆してる1・6）。
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図4 ♪－キシレンの吸着一脱離のヒステレシス

曲線（a）と階段型等温線（b）

Al量の多いZSM－5ではヒステレシス曲線は

平べったくなり，柏転移点を確定し難い。

ドメイン構造があると，ヒステレシス現象を起こサム

強磁性体，強誘電体，強弾性体皆然り。そしてP21／

形相のZSM－5はまさに強弾性体である¢）。現状で

はドメイン構造を直接観察できないが，図4に示す

♪－キシレンの吸脱看ヒステレシスもドメイン構造

に基づくものである。

図中の等温線は滑らかだが，実際は（b）図のよう

にステップのある等温線の包路線を見ているのであ

る。各々の等温線はそれぞれのドメインに対応して

おり，ドメインが小さいからステップ幅もちいさく，

滑らかな包終曲繚を得る。相変化には必ずステップ

を伴う。このことは統計力学で証明できる。f〉212121

相（吸着量＞4p几C．）での等温線は現状では解析で

きない。f）紹椚♂相の等温線だけが解析可能である。
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低温，低圧相のP21／形相も解析出来ない。この系

では吸着熱曲線の解析が大変役にたつ。

4．工ンクルピー曲線

先ずP紹椚β，P21／〃柏問の転移を調べよう。相転

移を扱う場合には，全系（結晶＋吸着分子）のエン

タルピーを考える。

〃。＝〃（P乃椚β）＋紹。ゐ。＜0，

残n＝〃（P21／紹）＋乃mゐm＜0，

d〃＝〃（p椚乃β）－〃（P21／紹）＝3．7kJmol‾1，

』∫＝』β／rt＝3700／350＝10．6．

ゐ。＝－84kJmol‾1，ゐm＝－82kJmol‾1

（実測による）

ここにサブスクリプト0，mはorthorhombic（P乃椚β），

monoclinic（P21／〃）を指示する。β’は結晶のエン

タルピー，ゐは吸着分子のエンタルピー，rtは転移

温度を表わす。d〃，rt，の値は遠藤による6〉。図

5に全系のエンクルピーと吸着量との関係を示し，

転移を矢印で表わした。

転移温度350Kでは吸着量が零だから，矢は垂直

に上向いている。温度が下がると矢は段々傾いてゆ
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図5 全系（♪－キシレン＋ZSM－5）のエン

タルピーの吸着量依存性，およびP21／乃－

P紹椚β相問の転移（a）と微分吸着熱（b）

→に沿って柏転移する。7「の低下と共に転移点は

右側に移動する。→が井戸の底を作る。

き，水平から，ついには下向きになる。徹分吸着熱

は－∂〃／∂符adsで与えられるから，図（b）の様にな

り，温度が下がると井戸の幅が広くなる。この計算

結果は実測点の特徴を良く再現している。

5．吸着量＞4p．u．c．の領域

如何なる温度でも裸のP212121柏は不安定である

から，図1に示した通り，

』〃′＝〃（P212121）－〃（p乃桝β）＞0

（測定不可能）

』∫′＝∫（P212121）－∫（P〃椚β）＜0

（測定不可能）

である。吸着によってP212121相が実現するわけだ

から，吸着分子を含めた結晶構造しか分からない。

結果を図6に示す。P21／紹，Pタ椚β相ではジグザグ・

チャネルの切り口断面は略円形で，♪－キシレンの

ベンゼン環が入れない。P212121相では，この切り

口が変形して楕円形になり，♪－キシレンを収納で

きるようになり，収容能力が2×4p．u．c．と倍増す

る。P212121相における2種の吸着サイトを図のよ

うにサブスクリプト1，2で指示する。

此の系では，全系のエンクルピー曲線は図7の如

く複雑になる。

〃。＝〃（p212121）＋紹1ゐ1＋乃2ゐ2＜0，

ゐ2＝－86kJmol‾1（実測），

ゐ1：（実測不可能）
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図6 P乃椚βとP212121相中のカーキシレン位置
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図7 エンタルピ丁曲線：

此処に紹1，乃2は温度に依存し，r＝0では〃。は図

中の実線になるが，r＞0では点線のようになる。

サブスクリプトpはparaを意味する。
1

この相変化では』∫′＜0だから，発熱反応しか起

こらない。つまり，矢印は水平より下を向く。7「＝

0では転移点は，図中の二直線の交点Cにあり，r

＞0ではCより右側（吸着量の多い側）にある。温度

があがると右に移動する。つまり，サイトー1が殆

ど満員に近づいてから相転移する。従って吸着量の

飛びは小さい。図3の実測点は鋭い刃型の谷を示し，

図5のような井戸型にならないが，実験精度のため

で，幅の極く狭い井戸と見なしてよい。

6．カチオン種の効果

カチオン種の効果は図2，3，4に見られる。Na型

とH型ではゐ。に僅かながら差がある。注目すべき

は，ZSM－5－1000ではAl，Na或いはHは7ユニ

ット・セル当たり1個である。つまり，28吸着サ

イト中の1サイト上のカチオン種を変えると，残り

27サイト上の♪－キシレン吸着熱が変化する。従来

の常識では思いも及ばない事象である。『カチオン

種や量に応じて骨格が僅かながら変形し，その変形

が吸着熱に響く』としか考え様がない。カチオン，

そしてAlの分布が規則的でなければ規則的変形は

起こらない。Alの規則的分布の研究が急がれる。

そして，変形現象が触媒能にどう響くか？小野ら

の実例があるが，未だ詳細は分かっていない。今後
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P乃椚β，P212121相

の課題である。

4

7．Al濃度の効果

Alの濃度が増すと等温線は複雑な形になり，解

析不可能である。これはドメイン構造の影響である

が，以下定性的議論をする。Al濃度が高い時，Al

の分布が不均一になることは良く知られている。不

均一分布のに応じて，ドメインのd〃の値も広い分

布を持つであろう。その結果転移圧も広範囲に分布

する。観測等温線は，極く低圧でステップを持つも

のから，高圧でステップを持つものまで，種々の等

温線を重ね合わせたものになる。このため，図4の

ZSM－5－50－Hの実測吸着等温線では，柏転移が

ダラダラと起こり，転移の位置を決定できない。

次にカチオン種の影響を論ずる。ZSM－5のNa

型はH型より吸着熱が大きいから，〃直線の傾斜も

大きい。そうすると，柏転移点は右の方に移動し，

転移点の吸着量は4p．u．c．に近づく。吸着量が飽和

値に近づくと，吸着等温線は限りなく水平に近づき，

〃adsの微小変化がPの大きな変化をもたらす。即

ちdP／d紹ads一∞となる。Na一型とH型ではゐ。が

僅かに違い，交点も僅かにズレ，吸着熱曲線は殆ど

同じ場所に谷を持っ。然しdf）／d紹ads→∞のため，

等温線では両者の相転移点は遠く離れてしまう。此

の様子は図4にみられる。
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8．結 び

吸着現象の本質を理解するには，吸着等温線と吸

着熱曲線の両者を測らねばならない。此のことは本

例で良く分かったことと思う。ZSM－5系の柏転位

の研究は10年近く続いているが，熱測定は遠藤の

論文一つだけだった。其のため群盲象を撫でるが如

く，本質が分からなかった。

精密な吸着等温線を温度を変えて何本もとり，統

計力学的に解析すれば，エンクルピー項とエントロ

ビー項を分離できよう。これは原理的には可能だが，

実行は楽ではない。最近G岩1in等はこれを実行して

図3と同様の熱曲線を得た8）。彼等の熱曲線中の谷

は極めて鋭く，現理論に良くあう。彼等は此の谷を

ZSM－5の第四の相（空想）に帰しているが，これ

は間違いである。

このNews Letterの性質上，本解説では統計力

学的計算は述べない。関心のある方は，さしあたっ

ては文献2），3）を，詳細は近く発表される英文報

告を参照されたい。
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AdsorptlOnInducedPhaseTransitionofzsM－5byβ－Ⅹylene

TetsuoTAKAISHIand KazuoTsuTSUMI

ToyohashiUniversityofTechnology，Toyohashi，441Japan

Atroomtemp甲ature，thesymmetryofzsM－5changes丘omタ21／”tOf，212121γお伽椚α

withincreasmgpressureofp－Ⅹylene・TheadsorptlOnCaPaCitiesofthesephasesare4，4and8

moleculesperunitcell，reSPeCtively，andthe伽椚αPhasestronglyadsorbsp－Ⅹylenethanthe

タ21／”Phase．ItisinterpretedthatthephasetranskionsobeyLeChatlier－Braun’slaw，that

is，thatthephasechangessoastomoderatethepressureincreasebyadsorbingmuchmore

molecules．

Adsorptionisothermswithhigh－SdiceousZSM－5（Si／Al＝650）arewelldescrあedbyLangmuif

model，andadsorptlOnhysteresisesobseⅣedareexplainedintermsofadomainstructureof

thecrystal・WithimcreasmgAl－COntent，thehysteresiscuⅣedevbtes丘omsquare払rm，indi－

catlngaCOmPlicatedstructureofdomai几S・

Adsorptionheatcurveshavebroadwellsass短nedtof〉21／〃－伽椚αtranSitionandsharpones

asslgnedto伽椚α－タ212121，inaccordancewiththepresenttheory・
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第4回ゼオライト夏の学校報告

大阪大学大学院基礎工学研究科 海老谷幸喜

第4回ゼオライト夏の学校が，7月12－14日の3

日間，新潟県妙高高原三菱化学池の平山の家にて開

催された。三菱化学筑波研究所の西山貴人氏と2人

で開催の準備にあたり，参加者は32名で，内訳は

企業15名，大学17名であった。講演は山の家とは

別の妙高山麓の会場で行われたが，初日は深い霧，

2日日は晴天，最終日は雨から晴れと，非常に変化

に富んだ自然環境の中で，夏の学校を行うことがで

きた。

講演は一件あたり，2時間（講演1時間30分，質

問30分）と，かなり余裕を持ったつもりであったが，

休憩時間に先生をつかまえ熱心に質問されていた方

が目に付き，活発な討論を十分行うにはまだまだ講

演の時間が少なすぎるように感じられた。

大阪大学の松方正彦先生には，ゼオライト膜の最

新の結果と新規な合成法についてご講演いただいた。

支持体上のゼオライト膜を写真を用いてわかりやす

く説明され，配向性の制御など，今後のゼオライト

膜合成の可能性についてお話しされた。

コスモ総合研究所の大野陽一先生には，ゼオライ

トの格子定数の算出やRietveld法による原子の座標

などの構造パラメータの求め方について，実際の解

析手順の流れとともにど講演いただいた。 また，

129Ⅹe－NMRを用いて，熱処理USYゼオライト細孔

内に強い電場が存在することを示された。

早稲田大学の菊地英一先生には，金属交換ゼオラ

イトを用いたメタンによる窒素酸化物の選択還元反

応の反応機構について，最新の結果を交えてど講演

いただいた。実際に使用するための触媒性能の改良

についてもお話された。

東ソーの福島利久先生には，疎水性ハイシリカゼ

オライトの歴史，合成方法やその特性についてど講

演いただいた。また，疎水性ゼオライトを用いた高

濃度有機溶剤排ガス除去システムや炭化水素ベーバ

ー回収装置についてもど講演いただいた。

ダイヤリサーチの大竹正之先生には，最近の特許

・文献等の情報をベースにメソポーラスゼオライト

の石油精製触媒（特に水素化分解）としての特性をど

講演いただいた。また，メソサイズの金属や酸化物

を調製する担体材料としての興味深い性質について

もお話しされた。

最後に，東京大学の辰巳 敬先生には，メタロシ

リケートの合成・構造決定手段と炭化水素の酸化反

応における触媒作用について，最新の結果を交えて

ど講演いただいた。また，T－0－Tアングルという

新しいパラメータについてもお話しされた。

2日日の夕方に行われたポスターセッションは6

件と少し件数が少な目であったが，その分討論は非

常に活発であった。予定の時間が過ぎても一向に討

論は柊わらず，続きは各々の部屋で行われやって終

了した次第であった。

ゼオライト夏の学校も今回で4回目を数え，ゼオ

ライトの分野の研究者や新規参入しようとする研究

者のための格好の企画として定着したと思われる。

来年もさらに充実した学校となるよう，各方面から

ど理解，ど協力をお願いしたいと思います。最後に

講演会の様子
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講師の方々，参加者の皆様に感謝申し上げます。ま

た，3日目の雨の時，参加者の皆様を会場までお送

りいただきました大竹正之先生，新潟のおいしいお

酒を差し入れて下さいました新潟大学の北山淑江先

生に感謝いたします。

報告：ゼオライトとメソポーラス物質

の合成一解説と実演

帝京科学大学理工学部 難波征太郎

昨年6月に大阪大学基礎工学部で開催された表記

と同様の講習会では，．参加希望者が多く，大勢の方

の参加をお断わりしなければならなかったようです。

お断りした方々へは，今年も同様の講習会の開催を

考えていると伝えてあることもあり，前回の世話人

である（鳥取大工）丹羽先生から，是非東京で同種

の講習会を開催してはしい旨が伝えられました。前

回の講師は，メソポーラス物質については（豊田中

研）稲垣氏，ゼオライトについては（阪大基礎工）

松方先生でしたが，今回は講師陣を一新して東京で

開催することにしました。

今回の講習会は，7月23日に東京工業大学大岡山

キャンパスで開催されました。定員30人に対し，参

加申込者は，締切日に45人に達してしまい，遅れた

申込はお断りしなければなりませんでした。実演を

伴う講習会ですので，定員を大幅に超えて申込を受

け付けてしまったことを若干後悔していました。し

かし，幸い（？）なことに直前のキャンセルと無断欠

席者がいたため，参加者は38人に減り，何とかスム

ースな運営ができました。

午前中は，（早大理工）黒田先生（実演は2人の大

学院生）による「メソポーラスシリカ（FSM－16）の

合成」と題する講習でした。合成法の解説に続いて，

（豊田中研）稲垣氏作製のビデオによる合成手順の紹

介，カネマイトの調製とイオン交換の仕込みの実演，

さらに合成条件の最適化と生成機構についての解説，

pH調整と洗浄の実演，最後に生成物のキャラク・クリ

ゼーションの解説がありました。

午後の最初は，小職（実演は大学院生）による「メ

ソポーラスシリカ（MCM－41）の合成」と題する講習

でした。先ずMCM－41の簡単な紹介，次いでシリ

カMCM－41合成の実演，最後に窒素吸着による

BET表面積／細孔径分布の測定，ⅩRDの測定，お

よびTEMの観察による生成物のキャラクタリゼー

ションの紹介と留意点についての解説がありました。

午後の二番目は，（鳥取大工）丹羽先生による「メ

ソポーラスアルミノシリケートの合成」と題する講

習でした。最初に，実演の代わりに多くのスライド

を使ったアルミノシリケートMCM－41の調製法の

説明でした。次いでアンモニアの昇温脱離とピリジ

ン吸着のIRのテクニックを用いた固体酸特性の解明，

さらにブテン異性化，クメン分解，イソプロピルナ

フタレンのアルキル化に対する触媒活性などについ

ての解説がありました。

ブレークをはさみ，最後は（東大工）辰巳先生（実

演は大学院生）による「ゼオライト（TS－1，β，

MCM－22）の合成」と題する講習でした。先ずTS－1

の合成法の解説と実演，さらにキャラクタリゼーシ

ョンについての詳しい説明がありました。次いでβ
ゼオライトの合成法とキャラクタリゼーションにつ

いての解説があり，最後にMCM－22の合成法の説

明と実演，およびキャラクタリゼーションについて

の解説がありました。また，辰巳先生が作製した小

規模のゼオライト合成に適した回転式オートクレー

プの紹介もありました。

講習会は初心者を対象に企画されたものでありま

したが，参加者は必ずしも初JL、者だけではありませ

んでした。どの講習においても活発な質問が多く発

せられ，中にはとても初心者の質問とは思えないも

のもありました。実演は時間の関係もあり，いわゆ

るテレビの料理番組的に行うことにしていましたが，

大勢の人に見せることは必ずしもやさしいことでは

ないと痛感しました。しかし，全体としては，成功

したと自画自賛している次第です。

最後に，本講習会で講師を勤められた黒田先生，

丹羽先生，辰巳先生，ならびにお手伝いいただいた

各研究室の大学院生に感謝いたします。また，会場

のお世話をしていただいた（東工大理）八嶋研究室

の小松先生を始めとする皆様に感謝いたします。
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チタンとホウ素を含むMFl型メタロシリケートの

キャラクタリゼーション。調製における過酸化水素

量の影響

TitaniumBoraliteswithMFIStructureCharac－

terized using XRD，ⅩAN五S，IR，and
uv－

Visible Techniques：五脆ct of Hydrogen

PeroxideonthePreparation．

D・TrongOn，S・KaliagumeandL・Bonneviot，

′αJ血，157，235－243（1995）・

ペルオキシドチタン酸塩とホウ酸をTiとB源とし

てTiとBを骨格内に含むMFI型メタロシリケート

（TBS－1）の合成を行い，合成の際の過酸化水素の

濃度の影響を検討した研究。ⅩRD，IRの結果から，

骨格に取り込まれた，TiとBの存在が確認された。

UV－ⅤISから，Bが存在するときに常に骨格外のTi

酸化物が存在しており，これはTiK－edge XANES

からアナターゼ類似の構造であることがわかった。

四面体構造の骨格内のTiの環境は，TBS－1とBを

含まないTS－1の両者で類似していた。また，骨格

外，骨格内のTiの量の比較を行ったところ過酸化水

素／B比が1より大きいときTiが骨格内に取り込ま

れる割合が高くなることが分かった。しかし，Bに

ついては，過酸化水素の濃度は影響がなかった。

（宍戸哲也）

H－ガロシリケート（MFl）のプロパン芳香族化にお

ける酸性，触媒活性，失活水熱処理の影響

Acidity，Catalytic Activity，and Deactivation

OfH－Gallosdicate（MFI）inPropa皿eAromati－
Zation：Infhence of HydrothermalPretreat－

ments．

Ⅴ．R．Choudhary，P・Devades，A．K・Kina省e，

C・SivadinarayanaandM・Guisent，JαねJリ

158，537－550（1996）・

H－ガロシリケート（MFI）の酸性，酸強度，失活

に対する水熱前処理の影響を検討した研究。水熱処

理の条件は温度と水蒸気量で苛酷度さを制御した。

H－ガロシリケートは，水熱前処理に対して，H－

ZSM－5より安定性が低かった。全酸量，外表面酸

点は共に水熱処理条件が苛酷になるほど減少した。

また，このときプロパン芳香族化の活性は低減し，

失活の速度と形状選択性は増加した。水蒸気処理に

よって，Gaの溶出が起こり，これによって強い酸点

に関係する骨格内のGaは減少し，ゼオライト細孔内

に高分散されたGa酸化物の量は増加していることを

示した。この骨格内と細孔内のGaの量が活性，選択

性，失活の速度を変化させていると結論している。

（宍戸哲也）

国体NMRを用いたH一βゼオライト上での几－ヘプ

タンのクラッキングに関する研究

Solid－State NMRInvestlgation of〃－Heptane

CrackingoverZeoliteBeta．

A・PhdippouandM．W．Anderson，JαJ血，

158，385－401（1996）■．

固体1きc－NMRを用いて触媒表面に吸着した反応

生成物を観測してヘプタンの反応経路を検討した研

究。反応の初期にはシクロプロパン型の中間体を経

由して異性化がクラッキングよりも速く進行してい

ることが示唆された。異性化生成物は，さらにアル

キル基移行により分鎖の多い中間体が形成され，こ

れがβ開裂によるクラッキングを受け壬生成物であ

る才－ブタンが生成していると推測している。また，

クラッキングの結果生成したプロピレンは重合，ク

ラッキングを受けC4，C3留分を生成する。さらに，

プロトンによるクラッキングを受けメタン，エタン，

プロパンが生成する。この過程には強い酸点が必要

である。この過程では，友一ブタンが紹一ブタンよりも

クラッキングを受けやすく，このことが最終的な生

成物分布に強い影響を与えているとしている。

（宍戸哲也）

MCM－22によるトプチンの骨格異性化

SkeletalIsomerizationofl－ButeneonMCM－22

ZeoliteCatalyst・

M．A．Asensi，A．Cormaand A．Martinez，′

αJれ158，561－569く1996）・

Si／Al比の異なるMCM－22（Si／Al＝15，47）を

用いて種々の条件でトブテンの骨格異性化を行った

研究。オープチンの最大収率は，ブテンの転化率が50

多付近で得られた。生成物は，友一プチンの他に，プ

ロピレン，ペンチン類が副生成物として得られた。

また，C9以上の生成物は認められなかった。反応温

度の上昇，プチンの分圧の低下によって女中ブテン収
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率は上昇したが，副生成物ははとんど変化しなかっ

た。このことから，友一プテンは，1分子が直接異性

化しているのに対し，副生成物は，二量化やオリゴ

メリゼーションを経てクラッキングされて生成して

いると推測している。また，友一ブテンの収率（選択

性）は，Si／Al比の増加によって増加した。B酸点の

密度が減少し二次的な（連続的な）反応が抑制された

ためとしている。 （宍戸哲也）

Rh－Y上でのMCPの反応。metaトproton

adductの形成

MethylcyclopentaneconversionCatalysisover

Zeolite－YExchangedRhodium：ATestfbrthe

Metal－ProtonAdductModel

T・J・McCarthy，G・－D・Leiand W・H・M・

Sachtler，Jα′α乙，159，90－98（1996）．

種々のプロトン濃度のY一ゼオライトを用いてメチ

ルシクロペンタン（MCP）の反応を行った。MCPは

金属上で直鎖C8異性体への開環反応と水素化分解

をまた金属一酸の二元機能を必要とするシクロへキ

サン，ベンゼンヘの（RE：ring enlargement）反応

が進行するが，Rhは水素化分解能が高いためにメタ

ンの生成が多く見られた。酸点を持たない触媒では

REは全く進行しなかった。全体の活性はプロトン

数の増加とともに減少した。しかしREの収率はプ

ロトン濃度の高いRh／HYで高くなった。プロトン

数，金属サイト数が等しい物理混合物（Rh／NaY＋

HY）と比較してもRh／HYの収率は高かった。RE

にはプロトンとRhの密接な関係が必要なためと考

えられ，metaトproton
adductが機能しているこ

とが示唆された。また，全体の活性がプロトン濃度

の増加とともに減少するのはmetal－PrOtOn adduct

上でできたカルペニウムイオンが金属サイトを被覆

するためであると推測している。 （宍戸哲也）

丁トβゼオライトによるオレフィン，アルコールの

H202による酸化に対する溶媒の効果。ゼオライト

の親水性一疎水性の影響

SolventEf転ctsduringtheOxidationofoleGns

and AIcohoIswithHydrogenperoxideonTi－

Beta Catalysts：TheIn8uence oftheHydro－

P姐icity－Hydrophobicityofthezeolke

A．Corma，P．五stexeandA．Martinez，Jαねアリ

161，11－19（1996）・

T卜β，TS－1を用いて1－へキセン，シクロへキ

サノールのH202による液柏酸化反応を行ったとこ

ろ，溶媒によって両者の活性，選択性に大きな差が

見られた。大きな細孔を持つT卜βでは極性があり

非プロトン性のアセトニトリル中で最も高い活性を

示した。中程度の細孔を持つTS－1ではプロトン性

のメタノール中でアセトニトリル中よりも高い活性

を示した。これはTi－βが親水性，TS－1が疎水性

であることにより水分子の細孔内での配位状態が異

なるためであると推測している。またTi－βでは1－

へキセンからのエポキシド，シクロへキサノールか

らのケトンの生成の選択性はアセトニトリル中で最

も高かった。これは塩基性であるアセトニトリルが

ゼオライトの骨格外Alに関係するB酸点を被毒し，

二次反応が抑制されるためであるとしている。

（宍戸哲也）

Y－ゼオライト上でのヘテロ環化合物のアシル化ペン

ゾフラン，2－メチルペンゾフランに対する無水酢酸

によるアシル化

Zeolite－Catalyzed Acγ1ation of Heterocyclic

Compou皿ds：Acylation ofBenzoんranand2－

MethylbenzoんraninaFixedBedReactor

F・Richard，H・CarreyreandG・Perot，√αねJ．，

159，427－434（1996）．

常圧流通系でペンゾフラン，2－メチルペンゾフラ

ンの無水酢酸によるアシル化をY－ゼオライト（Si／

Al＝16）を用いて穏和な条件（60℃）で行った研究。

ペンゾフランの場合，矢活が顕著に起こった。両者

でモノアシル化物が壬生成物であった。2一メチルペ

ンゾフランは高い収率（転化率約100軋 3－アセチ

ルー2－メチルペンゾフランの選択性95多）を示した

が失活は非常に小さかった。2－メチルペンゾフラン

の3一位は，ペンゾフランの3一位よりも約2ケタ高

い反応性を示した。ペンゾフランに対しては2一位，

3一位への攻撃が考えられるが3一位への電子親和的

な攻撃が有利であり，2一位へのアシル化は少なく，

2一メチルベンゾフランヘの攻撃は3一位のみであり

メチル基の電子供与性によって有利になるためと推

測している。 （宍戸哲也）
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第12回ゼオライト研究発表会

「第12回ゼオライト研究発表会」を下記要領で東

京の上智大学図書館会議室で開催いたします。天然

体および合成体のゼオライト類縁物質の基礎と応用

の新たな展開を志向します。充実した研究発表と活

発な討論の場に多数の研究者・技術者が参加される

ことを期待します。この機会に奮ってど参集下さい。

主 催 ゼオライト研究会

共催等（順不同）化学工学会，触媒学会，石油学会，

日本イオン交換学会，日本エネルギー学会，日本

化学会，日本セラミックス協会，日本地質学会，

日本粘土学会，有機合成化学協会（予定）

日 時11月28日（木），29日（金）

会 場 上智大学 図書館9階会議室（受付，総合

研究発表，一般研究発表）

図書館8階会議室（総合研究発

表，一般研究発表）

10号館講掌（特別講演）

（東京都千代田区紀尾井町7－1，JR中央線および

地下鉄丸の内線四谷駅前）

テーマ ゼオライトおよびその類縁化合物に関連し

た研究の基礎から応用まで。

登録費 会員（主催並び盲こ共催等の学協会の個人会

員，およびゼオライト研究会埼休会員の法人に属

するものを含む。）4，000円，学生1，000円，非会

員6，000円（予稿集代を含む。当日申し受けます。）

懇親会11月28日（木）18時より，上智会館にて

会費5，000円（学生2，000円）

講演の種類1）特別講演（2件），2）総合研究発

表（成果がある程度まとまっている研究を総合し

たもの。したがって，既発表の研究成果であって

（20）

も，それらをまとめたものであればよい。討論を

含めて30分），3）一般研究発表（未発表の研究

成果の発表。討論を含めて20分）

お願い

発表使用機器 OHPおよびスライド。

スライドは下図のように準備して，講演60分前ま

でに受付へ提出して下さい。

見本
B15－111J一 講演番号一映写番号

ZEOLITE

」トー 赤色に塗る

なお，やむを得ない事情で発表を取り消される場

合は，できるだけ早く下記事務局までど連絡下さ

い。

事務局 〒152東京都目黒区大岡山2－12－1

東京工業大学工学部化学工学科小野研究室内

ゼオライト研究発表会係

TELO3－5734－2123，FAXO3－5734－2878

問い合わせ先 〒409－01山梨県北都留郡上野原町

八ツ沢 帝京科学大学物質工学科 ◎難波征太郎

（TELO554－63－4411，内線2543），〒152東京

都目黒区大岡山2－12－1東京工業大学工学部化

学工学科 馬場俊秀（TELO3－5734－2625），東

京工業大学理学部化学科 小松隆之（TEL O3－

5734－2602），〒169東京都新宿区大久保3－4－

1 早稲田大学理工学部資源工学科 山崎淳司

（TELO3－5286－3321）
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ZMPC197
1NTERNAT10NAL SYMPOSIUM

ON

ZEOLITES

AND

MOCROPOROUS CRYSTALS

SecondCircuIar／CallforPapers

WasedaUniversity

TokYO．Japan

Au9uSt24－27．1997

0r9anizedby

JapanAssociationo†Zeolites

l巾ernationalSymposium on Zeolites

andMicroporousCryslals
The O「9anizln9 Comm柵ee co「diallyinviles you to

Participaleinthelnternaliona】Sympos山mon Zeolites

and Microporous CγStals（ZMPC197〉・lt w州be held

du「in9 Au9uS124－27，1997in Tokyo・TheJapan

Associalionof Zeoliles w川0「9anizethismeetin9aSa

COntinuation ofZMPC193．

Scope

The Symposiumw州bedevotedlolhechemistryand

applicationo†na山raIorsyntheticc「ysta＝ne mate「ials

havin9 POrOUS StruCtureS，SuCh as zeolites，

aluminophosphaIe－based molecular sieves，layered

Silicales，layered double hyd「OXides，meSOPO「0US

materials，and so on．Noncrystalline materials havin9

molecularsievin9PrOPe「liesalsow川beincluded・

ThemaJO「tOPicsoflheSymposiu「nw川be：

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

Minera109yandCⅣSta】Chemistry

SynthesisandCharacterization

10nExcha「唱eandModification

AdsorptionandD耐usion

lntercalalionandCross伽kin9

HosトGuestlnteractions，Quantum Size E廿ecI

Calaly引S

Applications

ScientificPro9ram

The p「09「am W川consist o†plena「y‡ectu「es，invited

lec山resandcont「ibutedpapers．

PlenaryLectures

lntrazeolite MetalChelate Complexes as Selective

Oxid融ionCatalysts T．Bein〈PurdueUniversity〉

ComputerMode＝∩9aSaTechniqueinthe Scienceo†

MicroporousMalerials R．Cal10W〈Roya】lnstitulion〉

Zeo＝teBasedCalalysts†orChemicaはSynthesIS M・E・

Davis〈Caliね「nialnstiluteofTechnol09y）

New St「uclu「e－Newlnsi9hl：Pro9reSSin St「uclu「al

Chemist「yo†Nanoporous Malerials H．Gies（Ruh「

UniversitaetBochum〉

Advances巾 Liquid－Phase Or9anic Reactions Usin9

Hete「OPOlyacidandClay Y．1zumi（Na90yaUniversily〉

（26）

A S＝「Vey Of the Combination of Factors Which

Determine Phase－Selectivityin Hi9h Silica ZeoIile

Synthesis S．1．Zones 〈Chev「0n Resea「Ch ＆

Techn0109y〉

Apartia川slo†inviledspeake「Sfol10WS：

G．A他erli★（ltaly〉，S．－F．Chen9（ROC〉，」・－M・Dereppe
（Be】9山m〉，」．Fraissa「d（FranceトRHausha11er★〈USA），

R．Kumar★仲dia），C．G．Pope★（NewZealland〉，Ryon9

Ryoo★（Korea〉，S．L．Suib★〈USA〉，R．Szostak★〈USA〉，

R．A．van Santen 汀he Nethe「ねnds〉，B．Wichte「10Va

（Czech Repub】i叶 〈★indicatesthose who have not

acceptedyet．）

lnslruclionsforAuthors

剤lauthors〈oralandposte「SeSSions）a「erequestedlo

Submitan abst「acld仙o pa9eS〈1．51inespacin90n
A40「8●lxll‖sizepaperwithmar91nSO†atleast2m

inacame「aイeadyfo「m〉，inc山din9tables，fi9ureSand
「e†e「ences．The†irsIpa9e Shouはincludethetille d

lhe pape「，the name，a汗iliation and address o＝he

authors，Unde「linin9the

COr「eSPOndence should

top oflhe corner o＝he

10PICSin the Scopein

name dIhe author to whom

be add「essed．Onlhe ri9ht

abstracllhe number of the

Which the paperis 他 be

accommodated，andlhelheautho「S‘p「eねrence（Oral，
Poste「，0「Eithe「Ora10「Poster〉shouldbeindicated．

Seiectionoflhepapersandthemodeofp「esenta－

tionwillbe madebytheO「9anizin9Commitleebased

OnIhe†wo－Pa9eabst「acts．Fou「COPiesdIheabstract

Should be sent to Dr．丁．Talsumi，Sec「etaγOf the

Symposium，by Novembe「30，1996．Notice o†the

acceptance and mode o†p「esentation willbe sent to

theautho「SbyFeb「Uary15，1997．

Proceedin9S

The P「OCeedin9S dthe Symposium w川be published

如ter a scientific review 弘 a SPeCia】issue o†

Microporous Materialsincludin9 PlenaⅣlectu「es，

invitedleclures and o「alpape「S．Manusc「ipIs w＝be

duealtheSymposium〈A咽uSt24，1997ト

SymposiumSite

The Symposium wil11ake p也ce at thelnle「national

Con†e「enceCenIe「OfWasedaUniversi吋inTokyo．

Lan9ua9e

則lsubmi¶ed papers and p「esentations muslbe

En9‡ish．

Correspondence

D「．TakashiTatsumi，Sec「etary，ZMPC■97

En9inee「in9ResearchInstjlute，School所En91neerin9，

TheUniversi吋0†Tokyo，2－11－16Yayoi，Tokyol13，

Japan

FacsimiIe＋81－3－5800－6825

Phone＋81－3－3812－2111，eXl．7705

E－mailtalsumi＠komiyama．1．∪－tOkyo．ac．jp

KeyDales

November30，1996

FebruaⅣ15，1997

March31，1997

June30，1997

Au9uSt24，1997

Deadline†orexlendedabslract

Noticeofacceptance

FinaIci「Cular

Dead】ineわ「advancedre9istration

Symposiumbe9ins
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仙ernationalAdvisoⅣBoard

G．Bellussi（lta】y〉

HakzeChon9〈Korea〉

J．Dwyer〈UK〉

Yusukelzumi〈Japan）
H．F．Kessler〈France〉

P．Ratnasamy〈lndia〉

J・Weitkamp（Germany〉
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KueiJun9Chao〈ROC〉
肌E．Davis（USA）

Tomoyukilnui（」apan〉

P・AIJacobs（Be19ium〉
YuichiMurakami〈Japan〉

RvonBallmoos〈USA）

RurenXu〈China〉

Or9anlZln9Commiltee

Y・Ono，Chairman汀okyolnst仙teo†Techno109y〉
T Tatsumi，Secretary汀heUniversi吋OfTokyo〉

S・Namba，Treasurer汀e吋oUniv．dSci．＆Tech・〉

肌仙amoto，Pro9ram〈HokkaidoUniversity〉
K Kuroda，Pro9ram〈WasedaUniversi吋〉

K Se9aWa，Pub‖calionくSophiaUniversily）
Y・ArimaくCatalysts＆Chemicalslnduslries〉

S・Asaoka〈ChiyodaCorporation〉
T Hat10ri〈Na90yaUniversity〉

S・lmafuku〈Mizusawalndustria！Chemicals〉
H・I＄hida（AsahiChemicallndust「y）

札 Kawata〈ldemitsuKosan）

E・Kikuchi〈WasedaUniversity〉
A Miyamoto汀ohokuUniversity）
M・Niwa〈To廿oriUniversity〉

N・Noきir＝MitsubishiChemica】Corpo「ation〉

札Sato（SumitomoChemicaけ

M・Sato〈GunmaUniversity〉
T Sato〈ShinTohokuChemicallndustⅣ〉

0・Terasaki（TohokuUnive「Sily〉
K Tsuchimoto〈MitsubishiOiI）

K Tsutsumi汀oyohashiUniversityofTechno109y〉
M・Utada汀heUniversityofTokyo〉

S・Yamanaka〈HiroshimaUniversity）

H・Yamazaki（CosmoRe予ea「Chlnstitute）
A Yamazaki〈WasedaUnive「Sity〉
T Yashima汀okyolnstituteofTechno109y〉

日本表面科学会主催（柑96年）

第17回表面科学セミナー
ナノストラクチャーの創成と分子の挙動

協賛 ゼオライト研究会はか

自然界にある表面・界面の近くには，電気二重層

の形成に代表されるように，自発的にナノメータサ

イズの特徴的な構造を持つ領域が形づくられる。一

方，近年には，選択的エビタキシー技術の顕著な発

展，走査プローブを用いた超微細加工技術の展開，

新しい物理・化学的な手法の進展で，人工的にもナ

ノ寸法空間の加工が可能となった。さらに，所望の

形状の物質系を創成する技術の発展する兆しも見ら

れる。これら自然界にある，または，人工的なナノ

ストラクチャーを分子の反応場として把え，そこで

起こる個々の反応を追跡することも現実的な課題と

なってきている。

単に，単一分子の検出が実現できる時代でもある。

固気・固液・気液・液液を問わず表面・界面の分子

を検出・分光する技術も著しい進展をみせており，

新しい科学分野が拓かれつつある。本セミナーは，

その構造・物性・反応性すべてにわたって表面科学

に関わるナノストラクチャーの創成法と表面・界面

の分子挙動の観測法とについて並列し，ナノストラ

クチャーと分子に関わる諸問題を考えてみる目的で

企画した。

日 時：平成8年10月24日（木），25日（金）

会 場：成膜大学 学園史料館 大会議室

東京都武蔵野市吉祥寺北町3－3－1

TEL O422－37－2142

参加定員：100名（定員に達し次第〆切ります）

参加費：

申込資格
大学・

国公立研究所
民間企業

表面科学会正会員 20，000円 25，000円

表面科学会維持会員 20，000円

表面科学会賛助会員 25，000円

表面科学会学生会員 5，000円

協賛学協会会員 30，000円 35，000円

学生（非会員） 10，000円

その他 35，000円 40，000円

（テキスト代，消費税を含む）

申込締切：平成8年10月9日（水）

申込先：〒113東京都文京区本郷2－40－13

本郷コーポレーション402 日本表面科学会

第17回表面科学セミナー係

TEL O3－3812－0266 FAX O3－3812－2897

申込方法：受講者一名につき一枚の官製葉書または

FAXを使用して，次の項目を記入し，上記の申込

先へお申込み下さい。

（1〉「第17回表面科学セミナー申し込み」

〈2〉氏名（ふりがなを付けて下さい）

〈3〉勤務先 所属

4

5

6

勤務先所在地（〒付記） TEL／FAX

自宅住所 （〒付記） TEL／FAX

連路先（自宅または勤務先のいずれかを指定）

〈7）申込資格（上記の参加費表の区分，所属学会

を記入）
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日本吸着学会第10回研究発表会

主 催：日本吸着学会

協 賛：ゼオライト研究会はか

期 日：11月27日（水）～29日（金）

場 所：アピオ大阪（〒540大阪市中央区森ノ宮中

央1－1）

参加登録予約申込蹄切：10月25日（金）

参加登録費：主催・協賛学協会員5，000円，学生

2，500円，非会員8，000円，当日登録の場合1，000

円追加

懇親会：11月27日（水）18時よりKKR HOTEL

OSAKAにて，会費8，000円

参加登録予約申込方法：ハガキもしくはハガキ大の

用紙に①氏名，（多所属，③連絡先，④懇親会参加

の有無，⑤会員資格（主催・協賛団体名・学生），

⑥送金内訳および送金方法を記入して下記申込先

に郵送して下さい。なお参加費，懇親会費は郵便

振替（口座名称：第10回日本吸着学会実行委員会，

口座番号：00930－0－21197）か銀行振込（大阪銀

行森ノ宮支店，普通252237，第10回日本吸着学

会実行委員会 代表者 北川睦夫）で送金して下

さい。

申込先：536大阪市城東区森ノ宮ト6－50 大阪市

立工業研究所 安部郁夫 電話06－963－8045

FAX O6－968－9966

Thell血Ⅰ皿ter皿如ional

C七ⅣCo皿托rence

June15－21，1997

CarletonUnkerslty

Ottawa，Ontario，Canada

SecondCircular

OrganizedbythecanadianLocdcommittee

hcollaboratio皿WiththeclayMineralssociety

onbehalfofAIPEA

CÅLL FOR PAPERS ÅND

REGISTRÅTIONINFORMÅTION

INTERNET

ICC970ntheWoddWideWeb（WWW）

血肌ybme）門uCanget鮎11yup－tO－dateinぬrmadon

about血emeebngatUR⊥：

h仕p：〃ⅥW・Cisti・ⅣC・C吋ICC9γ

心血emeebnggetSCloser－血e鮎11de血1sor血eprogrm，

includingtkddesandau血orsorabsα∝也舶血ey∬e

代Ceivedandaccep比d）肌d血eirplacein血eprogr肌1血ll

k甲Sted・Youwilldso蝕dddidonalde血1sabout

SeSSion5－abs打∝也，Pa血cIPantS－5Chedules；e血ibitors，北・

Stay山爪d！

SCIENT肝lC PROGRAM

Theme

▼ICLÅYSfO乱OU乱fm¶isthethemeof●the

（bn危rence．ThellthICCwillk血elastoneths

Cen叫・Ⅰ爪100bngtow∬d血e21stCen仙γ，Ⅵ杷ho甲

血虹血is（bn危托nCeWillk肌OP甲爪uni吋ね代－eVdua吐

血eimp）托肌CeOr⊂layscie∝eanddetermineitsncw

血ecdonfbr血e札血∬eWell一転ingors∝ie吋OnEむ1h．

Specidk∝ures

Dr・H野dnMu汀野－Pr朗identorAIPEAandProfbsor

EmedtびOrIndianaUnivers吋，血11pr朗enta】？r6idendd
Ad血QStOO匹n血eG｝n危托Ⅸe・Dudng血eG）n血enceっ

血esciend抗cprogrm血11危ah耶血eGeorgeW・

Bdndleylech∬e－Pioneersinq野Sdencel∝Mc一丁∝bon

Mid・C訂eerCl甲Sciendst†slech此）肌dtkW・f・Brdley

Awardlech汀e．

Symposia

Sl・M6ssbauerspectroscopyi皿Clayscience

S2・TheIsotopeGeochemistryofclayMinerals：

Progress，Potentialandpit転11s

3

4

5

′hU

S

S

S

S

S7．

MultinuclearMagneticResonanceofclays

MicrobialGeochemistryofclayMinerals

ClayBarriersandWasteManagement

HydrothemalClaysinModernandAncient

Sea凸00rDeposits

TheMeritsofTEMa皿dxRDasAppliedtoLayer

Silicates

S8・ClayshIndustry

S9・TeachingClayMineralogy

SlO・ClayMineralseparationandpuriGcation

Techniques

Specid姐dGenerdSe＄Sion＄

S野Cid肌dgeneralse5＄ionswillbeorg肌i∝donarange

Or也pics，血打nding叫氾nSubmi5Sions・Topicsm野

include：

1・q甲SlnSOilmech肌iび肌drheolo訂

2・Qa甲一等dcultu代∬d血eem血nment

3・Ch∬酢Chara⊂比d狙donorphカ10Silicatび
4．0血deminerdsinsedimen也∬dsoils

5・C甲talchemi5町肌dstMh汀e

6・G）uOiddpro野山朗∬dsⅦ免∝⊂kmis町

ア・Geolo訂肌dsedimentolo訂

8・Genesisandsyn血朗is

9・Applied⊂1aymineralo訂

10・P∞rly⊂甲tdlineand∝⊂朗SOⅣminerds

ll・ⅠⅣ朗bgadonaltech血qu鵡

12・Q野minerd5∽dhed血
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Workshops

Wl・M6ssbauerspectroscopy

W2・Synchrotronx－rayMethodsinClayscience

FIELDEXCUR引ONS

ThellthICCp訂tlCIPantSareO脆red血efbl10ⅥngPre一

肌d門St－COn危托nCe鮎1dexcursions・Uniglobc

P訂1iamentTravelG：ntrel血eo爪cidtravel喝entfbr血e

llthICC－CanaSSistthosewhowishtotravelto抗eld

ex⊂WSionsF4－inGeorgia－U・S・Å－肌df5）inAlbe托a・An

en町Visamaybereq血edfbrthosewishingめ氾end
血eGeorgia鮎1dexcu血on・Fdlre鮎Ildswi11begivento

托伊Str肌tSira危eldexcursioniscancelled・Nore仙一血can

k由venfbrregl＄tr肌tCanCelladona氏erM叩1，199ア・

Pre－ConfbrenceExcursions

Fl．ClaymineralsoftlleSainトRemiarea，Quebec

F2・Paleoweatherhgamdattendamtmineralalteration

dong the Precambrian－Paleozoic uncon払rmity，

Ontario

F3．ClassicminerallocalitiesofBancroft，Ontario

F4・KaolindeposltshMaconCounty，Georgla

Post－ConferenceExcursions

F5・CanadianRockyMountains－geOlogyandmineral

deposits

F6．Claymineralsofthestanleyvillearea，Ontario

F7・Landslideandsoildevelopmentinthechamplain

Seasedimentsoftheottawaarea

F8．ThetfordMinesandst．LawrenceLowlands，

Quebec

Re由stration万モeS

血1危岱∬einCm血i肌（①N＄）dol血3肌ddonot

incl血ed肥G∝d5肌dSeⅣice5Tax（seebelow）．The
托辞Stradon危朗ぬrdeleg幻朋∽dst血entsincldedl

S∝idevenB肌dlunchesfbrMonday】Tu郎d野－

Thu爪d甲）肌dfdday・

Beねre After

Marchl，1997

Member●〈A】P∈A〉
Nonイ¶ember●（A肝EA〉
Student

Accompanyi咽Person

One－DayRe9istration●★

＄450．00

＄500．00

＄225．00

＄175．00

＄175．00

＄500．00

＄550．00

＄250．00

＄175．00

＄175．00

ーThesere9isけationfeesinc山dethecosloflheProceed育∩9S・

●IOne－dayre9istraliondoesnotinc山deticketsforsocialevents・

IMPORTÅNT DEÅDLINES

NOVEMB五Rl，1996

MARCHl，1997

MARCHl，1997

MAYl，1997

MAYl，1997

MAYl，1997

JUN五15，1997
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ReceiptofAbstracts

Adv肌CeRegistration

Request払rAccommodation

LastDatefbrFullRe血皿d

FuuRegistration

Paymentforprese皿terS

fullf■ield五ⅩCurSionPayment

Manuscnpt Submissions 払r

Proceedi皿gS

MÅILINGÅDDRESS

Dr．J．B．Percivd

GeologicalsuⅣey Of canada，601Booth street，

Ottawa，Ontario，Canada，KIAOE8

Fax：（613）943－1286

E－ma址icc97＠gec．emr・Ca

http：〃www．cisti．nrc．ca／ICC97／

Zeo才ife，97
5thInternationalcon良renceonthe

Occu汀enCe，Properties，andutilization

ofNaturalZeolites

Ischia（Naples），Italy
September21－29，1997

FirstCircⅦ1ar

OBJECTⅣ召S OF THE CONFERENCE

The5thIntf汀nationalConference on Natural

Zeolites，Zeolite’97，WillbeheldinPoI伽d’Ischi乱（Na－

Ples，Ⅰ也桝September2ト26，1997．Like也ep如ous
CoI地代皿CeSOf也esameseriesin伽cson〈1976），Bu－

dapes＝1985〉，HaⅧ1a（1991）肌dBoise〈1993〉，Zeo－
1ite’97willt陀atallaspec臨ofnatw血zeoli托s・血eir

geo10gic occurI℃nCe，theirmineralogicalandstruc－

turalcharac托rization，血eirion一既Change，adsorption，

de桝ra也on，biochemic札andca払i沖cpI℃Pe畑es，and

仙eir伊ⅦⅥnguSeina卵cu血l柑1，indus桝alandpo11u－
tion・abatementtechnolo野

馳emeetingwillbecoISPOnSO代dby仙eInteIJ

nationalCommittee onNaturalZeolites〈ICNZ）and
仇eI払1ianZeoliteAssociation〈A∬Od良知0〃e此‡J由月∂
勿0地朋Z）andwillconsistofR）urdaysoftechnical

SeSSions，amid－WeekRlll－day既Cu柑ion払anaI℃aOf

SCien鵬cand払wis也cinte陀St，andanoptional，血代e－
daypost－COn飴代nCe Beldtrip，Which，Startingfmm

Ischia．如llvisitzeolit8depos他in血eCampaniaRe一

由on（Neapoli他1作110Wtu∬andCampaniani卯imbd呵

a爪din仙eⅦ1c糾1ica陀anOI也ofRome〈zeolitized山蝕
COImeCtedwi仇血eac伽吋OfⅥ11siniandSaba蝕iⅥ）ト

CanOeS）．
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AfullpIⅥ軒amOfexcursions伽accompanⅥng

卯eStS，andaConfb代nCebanqueta代alsoplanned．

TECIINICA上PROGRAM

memeetingwillbediⅥdedinseveralmomi皿g

anda氏ernoonsessions，OPenedbyplenaIYlectures

given byinⅥtedexper臨∴Selectedtopicswilltenta－

tiⅧ1yi爪CludeGeo10！野andOccun℃nCeS，CI耶也lChem－
istryandMineralo野Cation－Exchange Pmpertiesof

NaturalZeolites，AdsorptionandCatalyticPmperties

OfNaturalZeolites，andApplications ofNatural

Zeolites，WithspecialemphasistoAgricultural，Con－

StI、uCtion and Em巧mnmenlalFields．

Submit臨dcon桝butionswillbeacceptedぬroral

andposterpI℃Sentation．TheO昭anizingCommittee

COnSideI顎仇epos托rpI℃Sentationasimpo爪お1taS也e

Oralpresentation，andnodi馳代nCeWhatsoeverwi11

bemadein也epublicationofbo仙t沖eSOfpapeIちin

the con飴代nCeVOlume（see below）．Posterpresentl
e柑Willat托nd血eirpos托柑ぬrtwohourstodiscuss

血eir丘ndingsinde也ilwi仇inteI℃Stedpa畑es．We鉱一

PeCt仙鈍伽sぬrmatwi11al10Wthemaぬmumin托rac－

tionbetweenpI℃SenterSandconfe陀nCeParticipants．

Everye取）rtWi11be madetoensuI℃hi跡一qualityin－
ぬrmative andI℃adable posters，

CommeI℃iale幻1ibitsofzeolitepI℃ductsandof

PublisheISandmanuぬc仙代柑OfanalyLicalequipment

Wi11beondisplayduri昭themorninganda托ernoon

SeSSions．Conlactthe Confb陀nCe Chairman払r Rl卜

therinぬrmatio札

AI℃托代edcon飴代nCeVOlume〈includedinthe

registration fee），editedbyC．Cole11a and F．A．

Mumpton，Willbepublishedfbll仇祓ng仇emeetingand

Willcon臨in札111pape柑baseduponbo仇血eoraland

POSterPI℃Sentations．

Theo爪ciallanguageofthecon総代nCeWillbe

English；nOぬcilitiesぬr打anslationwillbeaⅦilable．

CA上L FOR mP五RS／POSTf：RS

¶tlesan肋rsubjectmatterofanticipatedpa－

Per釘postersshouldbelistedonthe pI℃－代gistration

ぬrmincludedinthis ciI℃ular．伽o tothI℃e－Pagein一

ぬrmative，eXtendedabstracts〈withtables an肋riト

1ust柑tionsasneeded）mustbesubmit托dtothePm一

軒amCo－Chaiman（PmEElioPassa由ia）nolaterthan
December15，1996．Ⅰ坤rmativeabstrac臨〈inst川C－
tionsR）rthe authorswillbe pmvidedinthe second

CiI℃ular〉，代Ⅵsedtoaddressrefb代eCOmmentS，舶11
beacceptedぬrpI℃Sen払出onandincludedinthePm－

gram andAbstracts bookletto be distributedto all

technicalparticipant8．meI℃COmmendedposterfb卜

matand蝕rtherinstructions R）rthe pI℃Paration or

POSt8柑Willbemailedtoau仇0ISatalaterdate．

Fu11manuscripts basedon both the oraland

POSterPreSentationswillbe consideI℃dfbrthe reト

e陀edConfeⅣnCeⅥ）1ume払bepublishedin1998．

蜘endedabstractsoforalandposterp陀Sen臨一

塩ons肌d仙1papeI顎PI℃Pa代dfbrinclusionin仇econ一

触陀nCeVOlumewi11becritica11y痢ewedbymembers

OfanIntemationalScientiBc Commit托e，めbe named

at alater date．

GENERALINFORM月汀ION

AnticipatedI℃gistration飴esaI℃aSfbl10WS；既－

actamount8Wi11dependon仇enumberofa仇endees

and仇e飴加ntofoutside仙Ilding．

TbchnicalMember

Student Member＊＊

Accompanyi工場gueStS＊＊

Confe陀nCebanquet＊＊＊

500，000Ⅰ臨lian Lira＊

250，000

150，000

100，000

＊卓∂0，000J拍〃∂ガム地8蝕訂几4如′J，J5妙ア
＊＊C（椚蜘ceI心JM】eJ】0古加dlJded

＊＊Wβ〃用d即£伽由a化∂招〃∂朗e，肋ecos£of肋eわ∂1昭〃eエⅥ棚

∂CCO畑伽功′わeJ℃血ced

伽許am姐dcostof仇eoptiona13－dayBeldtrip

Willbe communicatedin仇e2nd ciⅣular．

A飴w噛sk血on一触eschola柑仙psmaybe訓ailable
飢）mICNZ払t氾na丘destudeI晦皿Wd技飢aPPlica領on．

Detailsw址1beanIlOunCedin仇e2ndciⅣ山an

Fu托herinfbrmationconcerningZeoli托’97may

be ob臨ined什om：

Dr．Mariarosada Adabbo

Secr℃臨ⅣZeolite’97

DIMP－ChimicaApplica臨

Universi也FedericoII

Piaz2：ale V馳cchio80

80125Napoli，IM

Tbl．＋39817682550，Fax＋39817682394

e－mail：COJe〃∂＠∽】血∂．斤
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TOCAT3
1998

TIIIRD TOKYO

CONFERENCE

ON

ADVANCED CÅTALYTIC

SCIENCE AND TECHNOLOGY

July19，Sunday－24，Friday，1998

Tokyo，Japan

Fir或Circ山ar／CallForPaI〉er

OrganlzedbythecatalysisSocietyoりapan

I皿Vitation

In1990，theCatalysisSocietyofJapanembarkedonanew

SeriesofiIltemationalconferenceoncatalysIS，theTokyo

Con飴renceonAdvancedCatalyticScienceandTecbnology

（TOCAT）・meむstconferenceandthesubseqヮentsecond
COnference（TOCAT－2）receivedagoodreputatlOnWith
about450partlCIPantS・TheSocietyhasnowdecidedtohold

thethirdconference（TOCAT－3）inTokyoなomJuly19to
July24，1998・Thisconferenceisalsobeingplan皿edasa

memodaltothe40thanniversaryoftheCatalysisSocietyof

JapaIl・

ScoI）eOftheCon托rence

Thethirdconferencebllowstheconceptofthe丘rstandthe

second，hopingto釧thegapbetweenresearchand

applicationtechno10gylnCatalysISandtostimulatecloser

limkagebetweenacademeandindustry・Itisalsohopedthat

tbeconferencewillcontdbutetopromotenewconceptsfor

thedevelopmentofusefulcatalylicsystems・

PapersonthebllowlngtOPICSareWelcome・

Forthegeneralsession

●Newconceptsformulti一山nctionalcatalysIS

●Advancedmatedalsforcatalytictechnology

●Solidacidsandbases

●Selective oxidation

●Applicationoforganometallicch¢mistry

●EIlVironmemtalcatalysis

●Catalysisinenergyconversion

●Pboto－electrocatalysis

FoTthe血dustdalsessio爪

●Newcatalyticmaterialsforindustdalprocesses

●Newlydeve10PedindllStrialprocesses

●Newcatalystsforenvironmentalprotection

●NewcatalystsfoThydrotreatlng，hydrorefiningandcracking

●Newcatalystsforchemicals

●Newlydevelopedpolymerizationcatalysts

●Aromatizationcatalystsforvadousfeedstocks

Scienti点cProgram

Thescient泊cprogramwillconsistofplena巧andinvited

lecturesandapproximatelythirtyandsixtycontributed

PaPerSfororalandposterpresentation，reSPeCtively，ねrthe

generalsession・

Presentationsfromtheindustrialsectorareexpectedforthe

industdalsession，Whichisscheduledforoneandahalfdays・

Eachpaperinthissessionwillbegivenbyabdeforal

PreSentationfollowedbyaposterpresentation・Thirtyto

ねrtyimdustdalpaperswillbeaccommodated・

ExtendedAbstracts

Allauthors（bothgeneralandindustdalsessions）are
requestedtosubmit5copleSOfanextendedabstractof2

PageS〈1・51inespacingonA40r8′′Ⅹ11′′sizep竿er）including
鞄uresamdtables・Title，author（s）anda飽1iatlOnShouldbe

Placedatthehead．Thenameandfulladdressねr

CO汀eSPOndenceaswellasdesirablemodeofpresentation

〈oralorposter）shouldbeindicatedattheupperdghtcomer
Ofthe缶rstpage・Selectionofpaperandthemodeof

PreSentationwi11bedecidedbytheOrganizingCommittee

basedoI＝血eextendedabstracts．Theselectedextended

abstractswillbepn山edintheironglnalねrmanddistributed

atthe con転rence．

TbeextendedabstractsmustbereceivedbyProfessorEiichi

KikuchibySeptember30，1997（seetheaddressbelow）．
NoticeofacceptancewillbesentbytheOrganizlng

CommitteetotheauthorsbytheendofDecember，1997．

Proceedings

Proceedingsincludingplenary，1nVitedandoralpape13

PreSentedwillbepublishedafterre托reeevaluationinMarch，

1999・Papersfbrtbe‾industrialsessionwillalsobeincluded，

Contributorswillbereq11eStedtosubmittheir缶nal

manuscnptsincameraィeadyformatthebeginnlngOfthe

Con飴rence．

PosterpapersforthegeIleralsessionwillnotbeincludedand

theautborsarefreetosubmitthe・COntentSforpublication

elsewhere．

Registration

Tbeprocedurefor触alreglStrationwillbegiveninthe

secondcircuiar，WhichwillbedistdbutedintheendofMay，

1997．Theregistratioれ飴e（includingtheProceedings）如11be
￥40－0α）foreachparticIPantたomabroadandallacademic

instit11tions・mereglStrationfeeforpartlCIPantSfrom

Japaneseindustrywillbesetseparately・

Prelim血aryregistration

ThoseplannlIlgtOattendtheTbrdTokyoConferenceon

AdvancedCatalyticScienceaIldTechnologyarekindly

requestedto缶11intheattachedPreliminaryRegistration

FormandtoreturnitnotlaterthaIIMard131，1997．

PreliminaヮreglStrationwillensuretherecelPtOffurther

information．

Co汀eSI）Ondence

ProfessoT Eiich Kikuchi

Secretary，TOCAT3

Depa爪meTltOfAppliedChemistry

WasedaUniverslty

3－4－10kubo，Shinjukll－k叫Tokyo169，Japan

Telefax：81－3－5286－3203

Phone：81－3－32（Xト5349

E－mail：ekikuchi＠c乱心ase血ac．jp

KEY DÅTES

DeadlineforpreliminaryreglStration

Distribution ofsecond circular

Deadlineforextendedabstract

Noti缶cationofacceptanceofpaper

DistributioIlOf丘nalcircular

DeadlineforreglStration

DeadliIleforfullpaper

Date ofConference

March31，1997

May31，1997

September30，1997

December31，1997

Janua汀31，1998

Apri130，1998

July19，1998

July19－24，1998
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8－3600：粒状ノニオン洗剤製品（ライオン）

8－3609：製鋼用保温剤（トビー工業）

8－4522：内燃機関の排気浄化装置及びその方法

（日立製作所，日立カーエンジニアリング）

8－9771：根腐れ防止用栽培材（小笠原 玉，逸見

彰男）

8－9772：

造方法

8－10561：

8－10566：

化方法

8－10571：

植物栽培培地用圧縮成型体およびその製

（品川燃料）

脱臭装置（アマノ）

排ガス浄化用触媒一吸着体及び排ガス浄

（日本碍子）

排ガス浄化装置およびその運転方法（バ

ブコック日立）

8－10572：フロンの分解処理方法（日立製作所）

8－10577：自動車排気ガスの浄化（田中友南）

8－川613：自動車排ガス浄化用吸着材（日本碍子）

8－10622：排ガス浄化用触媒（出光興産，日産自動

車）

8一川739：廃棄物処理材および廃棄物処理方法（鐘

淵化学工業）

8－10796：水処理用湿地（問組）

8－12033：こみ埋立地の有害物質漏洩防止構造（ピ

ーエフシー）

8－12796：樹脂発泡体用組成物及び樹脂発泡体，、並

びにこれらの製造方法（ダイキン工業）

8－12804：吸湿衛生シート（弘進ゴム）

8－12834：安定化されたハロゲン含有樹脂組成物

（日東化成）

8－13000：高嵩密度粒状洗剤組成物の製造方法（ラ

イオン）

8－13352：消臭性透湿防水コーティング布烏（ユニ

チカ）

8－14034：排気ガス浄化装置（日本電装）

8－け464：二次電池電力貯蔵システム及び真空断熱

容器（日立製作所）

8－19727：排ガス処理方法（セントラル硝子）

8－19740：排気ガス浄化用触媒およびその製造方法

（本田技研工業）

8－20092：記録絵書等を消去し且つ，防水防菌，剥

離性を保持する樹脂繊維フィルム及び産廃物とな

った同樹脂の溶解ペースト粉末の加工品（田中友

南）

8－20509：殺生物組成物（インターフェイス リサ

ーチ CORP）

8－20551：メタ及びバラ工チルフェノールの分離方

法（丸善石油化学，千代田化工建設）

8－20561：炭酸エステルの製造方法（宇部興産）

8－20562：ターシャリープチルアミンの製造方法

E井東圧化学）

8－20680：添加剤含有樹脂組成物及びその製造法

（大日本インキ化学工業）

8－20688：洗浄用樹脂組成物（チッソ）

8－23714：古紙を利用したゼオライト紙封じ込め種

子（南波隆之，外谷真治，安達 寛）

8－23960：環境試験装置（タパイエスペック）

8－24005：外反母指予防機能を持たせた靴の中敷き

並びに靴（ティー エム ティー）

8－24553：ガス組成制御装置（日本電装）

8－24558：圧力変動吸着法による医療用空気乾燥器

（山陽電子工業，佐藤 暢）

8－24576：ガスエンジンにおける脱臭方法及び脱臭

装置（ヤマハ発動機）

8－24580：窒素酸化物の除去方法（東ソー）

8－24582：排ガスの処理法（東京電力，水沢化学工

業）

8－24634：リン吸着剤（石原産業）

8－24655：排気ガス浄化用触媒（マツダ）

8－24656：排気ガス浄化用触媒（マツダ）

8－24657：高耐熱性窒素酸化物浄化用触媒の製造方

法（豊田中央研究所）

8－24658：排気ガス浄化用触媒（石油産業活性化セ

ンター）

8－24659：手シレン類の異性化触媒およびキシレン

類の異性化方法（東レ）

8－24660：キシレン類の真性化触媒および手シレン

類の異性化方法（東レ）

8－24661：手シレン類の異性化触媒およびキシレン

類の異性化方法（東レ）

8－24662：亜酸化窒素分解触媒（東邦アセチレン）

8－24663：排気ガス浄化用触媒（マツダ）

8－24819：廃棄物処理材および廃棄物処理方法（鐘

淵化学工業）



（33） Vol．13 No．3（1996） 121

8－26716：多孔質球状シリカ拉子の製造方法（昭和

電工）

8－26720：表面が平滑なゼオライト構造の無機質結

晶性多孔体膜の製造方法（工業技術院長）

8－26721：クリノタイロライト及びその合成方法

（東ソー）

8－26805：抗菌性人工大理石製品の製法（アイカ工

業）

8－26851：セビオライト質多孔質焼結体及びその製

造法（大林組，大阪瓦斯，ショックベトン ジャ

パン，オオタケセラム）

8－26867：堆肥マット（吉永正徳）

8－26870：特殊肥料製造方法及びその装置（イヅワ）

8－26955：防臭化粧料（品川燃料）

8－26956：防臭化粧料（品川燃料）

8－27039：芳香族炭化水素の製造方法およぴその触

媒（ジャパンエナジー，水沢化学工業）

8－27040：キシレシ顆の異性化触媒および手シレン

類の異性化方法（東レ）

8－27126：高純度メラミンの製造方法（三井東圧化

学）

8－27306：抗菌性樹脂組成物（日本合成ゴム）

8－27404：抗菌性コーティング用組成物，そのコー

ティング法，および抗菌性被覆物品（日本板硝子）

8－27463：軟弱地盤強化パイル基礎工法（セルテッ

ク プラン）

8－27492：非イオン性粉末洗浄剤組成物の製造方法

（花王）

8－27493：アニオン界面活性剤および高嵩密度粒状

洗剤組成物の製造方法（ライオン）

8－27496：アニオン界面活性剤の製造方法（ライオ

ン）

8－27498：非イオン性粉末洗浄剤組成物（花王）

8－27499：抗菌性皮革の製造方法（東亜合成化学工

業，アロータ，日本純薬）

8－27754：排水性又は透水性機能を有する舗装体の

機能回復のための洗浄方法（花王）

8山30018：マイクロカプセルトナー（富士ゼロック

ス）

8－34750：工チルベンゼンの製造方法（出光興産）

8－34937：抗菌性塗料組成物，及びその製造方法

（新東工業）

8－37925：埴生用顆粒体および前記顆粒体から成る

植生用ブロック構造体（品川燃料）

8－37993：活魚用水濾過装置（小幡直己）

8－38132：脱酸素剤の脱酸素能制御方法（三菱瓦斯

化学）

8－38584：脱臭装置（松下電器産業）

8－38804：ハロシラン類の精製方法（ダウ

ング CORP）

8－38856：排ガスの脱硝方法（三菱重工業）

8－38885：脱酸素剤（三菱瓦斯化学）

コーニ

8－38894：浄水機等に用いる吸着剤，濾過剤，ミネ

ラル溶出剤の処理方法（ボーゲンファイル）

8－38905：排ガス浄化用モノリス触媒及びその製造

方法（日野自動車工業）

8－38906：窒素酸化物除去触媒および窒素酸化物除

去方法（新エイシーイー，三井金属鉱業）

8－38907：

8－38908：

－ノヾンツ

8－40710：

NO∬含有排ガス刹ヒ用触媒（東京瓦斯）

触媒，その製造方法及び使用（ダイムラ

AG）

一酸化窒素の製造方法（三菱化成）

8－40719：結晶金属珪酸塩組成物とその合成法なら

びに吸着ガスの吸着分離法（エア プロダクツ

アンド CHEM INC）

8－40806：発芽抑制剤若しくは鮮度保持剤仕田中政

蔵）

8－40815：土壌病害防除剤の製造法及び土壌病害防

除法（出光興産）

8－40947：ゼオライ’卜懸濁触媒系の反応方法（旭化

成工業）

8－41216：医療用プラスチックフィルム（東洋紡績）

8－42329二エンジンの排気浄化装置（日産ディーゼ

ル工業）

8－47359：生き釣餌の箱づめ充填剤（宇部興産）

8－47639：触媒ならびに触媒含有（キャリア）一成形

体（ジュート ヒエミー AG）

8－47644：排ガス浄化触媒（日野自動車工業）

8－47645：発熱体（日本化学工業，郷商事）

8－47686：廃水処理システム（村上 治）

8－48558：抗菌タイル及びその製造方法（イナック

ス）

8－48559：抗菌床タイルの製造方法（イナックス）

8－48839：安定化された難燃化スチレン系樹脂組成

物（三共有機合成）

8－48910：表面処理金属酸化物およびその製造方法

（旭硝子）

8－48962：一液型接着剤およびそれを用いた積層体

（積水化学工業）

8－49531：エンジン排ガス中のNq∬低減装置（日野
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自動車工業）

8－49532：エンジンの排気浄化装置（日産ディーゼ

ル工業）

8－49533：エンジンの排気浄化装置（日産ディーゼ

ル工業）

8－52304：ガス状或は液状混合物をアルミナ及びモ

レキュラーシープで構成される吸着装置を使用し

て乾燥させる方法（ローヌ プーラン シミ）

8－52317：安定した圧力変動吸着法（昭和エンジニ

アリング）

8－52350：吸油性シート（リンチック）

8－52365：排気ガス浄化用触媒（三菱重工業）

8－52494：有機性汚水の窒素除去方法（荏原総合研

究所，荏原製作所）

8－53164：包装材料（五洋紙工）

8－53316：芝草雪腐病防除法（住友林業）

8－53317：土壌病害防除剤の製造法（出光興産）

8－53678：炭化水素質供給原料の転化方法（シェル

INTERN リサーチ マーチャッピー BV）

8－53698：ポリマー性塩素掃去剤を含む粒状洗濯洗

剤組成物（プロクター アンド ギャンブル CO）

8－53769：薄膜形成方法及びその装置（花王）

8－53822：遮水工法（鹿島建設）

8－56478：園芸用培土（住友化学工業）

8－56646：低酸素培養器（山陽電子工業）

8－57242：酸化窒素の精製法（ビー オー シー

グループINC：ザ）

8－57259：内燃機関の排ガス浄化方法（日立製作所）

8－57262：排ガス中の亜酸化窒素の除去方法および

除去用触媒（パブコック日立）

8－57305：再生質吸湿材（東海カーボン）

8－57324：排ガス浄化触媒（日野自動車工業）

8－57325：カルポン酸類の水素化触媒及び水素化方

法E菱化成）

8－57328：接触分解用触媒体及びそれを用いる炭化

水素の接触分解方法（出光興産）

8－59214：オゾン発生装置（荏原製作所，東芝）

8－59229：結晶金属珪酸塩組成物とその製法ならび

に吸着気体の吸着分離法（エア プロダクツ ア

ンド CHEM INC）

8－59236：高耐熱性銅－アルミナ複合酸化物及び排

気ガス浄化方法（トヨタ自動車）

8－59406：セラミックス系抗菌剤のコーティング液，

及び，その塗着方法（新東工業）

8－59416：生物防除用組成物および生物防除用土壌

処理剤（帝人化成）

8－59455：洗顔料（花王）

8－59529：フェノールの精製方法（ジェネラル エ

レクトリック CO，イラINTERN LTD）

8－59535：グルクルアルデヒドの製造法（ベー ア

ー エス エフ AG）

8－59566：メチルアミン類の製造方法（三井東圧化

学）

8－59648：e一カプロラクトンの製法（三菱瓦斯化

学）

8－59649：g－カブロラクトンの製造法（三菱瓦斯

化学）

8－59821：ポリアスパラギン酸塩の製造方法（味の

素）

8－59905：洗浄用添加剤（チッソ）

8－60036：抗菌，防徽性粉体塗料用ポリエステル樹

脂組成物（日本エステル）

8－60088ニペイント塗料（シェルINTERNリサ

ーチ マーチャッピー BV）

8－80200：高嵩密度粒状洗剤組成物（ライオン）

8－60431：抗菌性および脱臭性を有すると共に，遠

赤外線放射特性を有するレーヨンの製造方法（前

田信秀，スワニー）

8－66634：炭化水素変換触媒（シェルINTERN

リサーチ マーチャッピー BV）

8－66897：流体処理方法（ポール CORP）

8－67770：ステーショナリー用抗菌性樹脂組成物及

び抗菌性ステーショナリー（品川燃料，シナネン

ゼオミック）

8－67781：コーティング等に適した重合体組成物及

び包装材（三井デュボンポリケミカル）

8－67883：炭化水素供給原料の脱ロウのための方法

および触媒（テキサコ DEV CORP）

8－67896：衣料洗濯用すすぎ助剤及びそれを含有す

る洗剤組成物（花王，信越化学工業）

8－68023：排水性又は透水性機能を有する舗装体の

機能回復のための洗浄方法（花王）

8－69808：改質装置と燃料電池システム（トヨタ自

動車）

8－71029：繰り返し使用が可能な抗菌加工粘着マッ

ト（ゴショー メディカルプロダクツ）

8－71352ニフィルタ，フィルタ製造方法およぴフィ

ルタ装置（ダイキン工業）

8－71360：アスファルト混合物再生プラントの排気

ガス浄化方法（アマノ，大有建設，ピーエフシー）
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8－71369：オゾンフィルター（ニチアス）

8－71371：排気ガス浄化方法（トヨタ自動車，豊田

中央研究所）

8－71384：積層無機分離体（京セラ）

8－71385：二酸化炭素分離体（京セラ）

8－71423：排ガス浄化触媒，窒素酸化物の浄化方法

およびゼオライトの製造方法（東レ）

8－71424：排ガス浄化用触媒（豊田中央研究所）

8－71425：オゾン分解触媒（水沢化学工業，内田

隆）

8－71426：水素化処理用触媒（ジャパンエナジー）

8－71427：排気ガス浄化用触媒（本田技研工業）

8－71428：ディーゼル排ガス用脱梢触媒（石川島播

磨重工業，石油産業活性化センター）

8－73211：無定形アルミノシリケート及びその製造

方法（東ソー）

8－73253：無機質ボード用漆喰組成物（ナショナル

住宅産業，日本石膏ボード，亜細亜工業）

8－73302：杭菌性砂の製造方法（瀬戸製戸，東亜合

成化学工業）

8－73633：抗菌性樹脂シート，及び，その製造方法

（新東工業）

8－73647：ポリスチレンからスチレンを回収するた

めの方法（静岡大学長）

8－73742：抗菌性シリコーンゴム組成物（東レ ダ

ウコーニング シリコーン）

8－73770：樹脂充填用無機粉体の造粒組成物（ジャ

パンエナジー）

8－73868：低硫黄低芳香族軽油の製造方法（日本石

油）

8－73888：高嵩密度粒状洗剤組成物の製造方法（ラ

イオン）

8－73889：洗剤組成物（花王）

8－73898：漂白洗浄剤組成物（花王）

8－77808：燈籠（西川仙道）

8－80130：屋上等の緑化法（鹿島建設）

8－80424：燃焼排ガスの浄化方法および該方法に用

いられる触媒（東京瓦斯，東ソー）

8－80438：バラジアルキルベンゼンの製造用触媒及

びその製造法及びバラキシレンを製造する方法

（東レ）

8－80439：排ガス浄化触媒（日野自動車工業）

8－80485：クロム含有排水の処理方法（ピーエフシ

ー）

8－80487：抗菌性の水処理ユニット（佐藤保郎）

8－81301：切り花用鮮度保持剤（サントリー）

8－81319：砂場用抗菌剤（品ノーl燃料，シナネンゼオ

ミック）

8－81399：テトラフルオロメタンの精製方法（昭和

電工）

8－81405：1，1，3－トリアルコ手シプロパンの製造

方法（デグッサ AG）

8－81413：不飽和グリコールジエステルの製造法

（三菱化成）

8－82065：建築壁紙の白地覆いテープ（ェービーシ

ー商会）

8－89758：アンモニア分解方法（三菱重工業）

8－89760：排ガス浄化装置（パブコック日立）

8－89761：窒素酸化物の分解方法（日本石油）

8－89809：排気ガス浄化用触媒及びその製造方法

（マツダ）

8－91812：三弗化窒素ガスの精製方法（三井東圧化

学）

8－9柑27：高耐熱性モルデナイト型ゼオライトおよ

びその製造方法（東ソー）

8－91828：シリコアルミノリン酸塩の製造方法（ト

ヨタ自動車）

8－92164：ビバロイル酢酸エステルの製造法（宇部

興産）

8－92166：芳香族炭酸エステルの製造方法およびそ

れに用いる触媒（日本触媒化学工業）

8－99020：窒素酸化物の分解除去方法（タクマ）

8－99033：炭化水素吸着剤（出光興産，日産自動車）

8－99035：排気ガス浄化用触媒およびその製造方法

（マツダ）

8－99040：芳香族炭化水素の気柏接触酸化用流動床

触媒およびそれを用いる芳香族カルポン酸無水物

の製造方法Ull崎製鉄，触媒化成工業）

8－99910：シクロペンタジエン類の製法（日本石油

化学）

8－99914：4－メチルビフェニルおよび4，4’－ジメ

チルビフェニルの製造法（三菱瓦斯化学）

8－99916：ジメチルナフタレンの異性化方法（川崎

製鉄）

8－103487二

8－103633：

8－103635：

8－103658：

脱臭剤（日本化薬）

排ガスの脱硝処理方法（三菱重工業）

排ガス浄化用触媒（トヨタ自動車）

芳香族化合物のアルキル化またはアル

手ル交換方法及びそれに用いる触媒組成物（ェニ

ーヘム シンテージ SPA）
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8－103659：オレフィン化合物のエポ手シ化用結晶

性チタン・シリカライトコーティング触媒（丸尊
石油化学）

8－103688：脱硫・脱硝用触媒の製造方法，その触

媒及び排ガス処理方法（住友重機械工業）

8－103761：

8－104657：

性化方法

8－108043：

8－108074：

観賞魚水槽用ゼオライト懸濁液（光洋）

ポリハロゲン化アル手ルベンゼンの異

（東レ）

窒素酸化物の除去方法（東ソー）

ゾルゲルアルミナ膜付き希薄混合気葦

素酸化物触蝶（フォード モーター CO）

8－109015：天然ゼオライトの精製白度の向上方法

（掘江化工）

8－109187：

法（ダウ

8－109281：

カタ）

8－112530：

－）
8－112531：

環状オルガノ水素シ口車サンの調製方

コーニング CORP）

ゼオライト／樹脂複合材料（東北ムネ

排気ガス浄化用触媒の製造方法（東ソ

NO∬含有排ガスの浄化用触媒及び剃ヒ

方法（東京瓦斯）

8－117558：二酸化窒素を生成する方法（東ソー）

US Patent

8－119625：改良ゼオライトLの製造方法（エクソ

ン CHEM パテンツ INC）

8－119765：セラミック多孔体及びその製造方法

（ブリヂストン）

8－119881：芳香族炭化水素の製造方法およびその

触媒（ジャパンエナジー）

8－119882：不純トルエンの芳香族化及び選択的不

均化の併用による高純度ベンゼン及びバラに富む

手シレンの製造法（シェブロン ユー エス エ

ー

INC）

8－119883：ビフェニルの製造方法（コスモ総合研

究所，コスモ石油）

8－126816：オゾンフィルターおよびその製造法

（ニチアス）

8－126818：窒素酸化物の接触還元方法（石油産業

活性化センター，コスモ石油，堺化学工業）

8－126844：炭化水素転化触媒並びにこれを用いる

低級オレフィン及び単環芳香族炭化水素の製造方

法（旭化成工業）

8－127546：低級オレフィン及び単環芳香族炭化水

素の製造法（旭化成工業）

PROCESS FOR TモIE PRODUCTION OF TERTIARY ALKYL ETHER RICH FCC GASOLINE

InvヲntOrS：Le Quang N（US）；Thomson Robert T〈US）
Asslgnee：MobilOllCorp Asslgnee Code：56432

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date〉：US 5489719 960206 US 255546 940606

ABSORBENT COHPOSITE

Invento工・S：KobayashlTakatoshi（JP）；MatsulTadashi（JP）；Melwa Zenbei（JP）

；NakanlshiHino工、u（JP）；Nakano YuklhiI・0（JP）
Asslgnee：Kao CoI、P JP Asslgnee Code：09051

Patent（No，Date）；Af〉Plie〈No，Date）：US 5489469 960206 US 68288 930528

PROCESS FOR PURIFYING HYDROGEN GAS

InvヲntOrS：Otsuka Kenji（JP）；Takemasa Noboru（JP）
Asslgnee：Jaf〉an Pionlcs Co Ltd JP

Patent（No，Date）；Applic（No，Date）：US 5489327 960206 US 373032 950117

METHOD FOR DEODORIZ工NG AND REFRESHING FOR DRY CLEANING ANI）DRY CLEANING

APPARATUS USING StJCH MET打OD

InventoI－S：IshllYoshlhl工・○（JP）；Kamlya エeh土工・0（JP）；Kosaka KoIchi（JP）；
Nishioka Yukiko（JP〉；Shlnjo Ryoichi（JP）

Asslgnee：Ebara CorpJP Assignee Code：06207

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5488842 960206 US 293338 940824

DETERGENT COMPOSITIONS CONTAINING ETHYLENEDIAHINE－N，N’一DIGLUTARIC ACID OR

2－HYDROXYPROPYIノENEDIAMINE－N，N’－DISUCCINIC ACID

Inv？ntOrS：Perklns・Chrlst叩her H（US）
Asslgnee二 Procter ＆ Gamble Co The Asslgnee Code：68128

Patent（No，Date）；Applic（No，Date）：US 5531915 960702 US 317096 941003
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GERH－FREE LIQtJID DISPENSER

Inventors：Fujlwara Goro（JP）；Kanazawa Masaru（JP）；Ku？1saklShlnlchl（JP）
；Masuda Mltsunobu（JP）；Matsumoto Nobuya（JP）；Morlmu工・a Yasuh土工・○（JP）

Asslgnee：Suntory Ltd JP；Takuma Co LtdJP Assignee Code：81755

Patent（No，Date）；Af〉Pllc（No，Date）：US 5531908 960702 US 227394 940414

PRETREATHENT LAYER FOR CO－VSA

Inventors：AuvllSteven R（US）；G01den Tlmothy C（US）；Katz Wllbu工・C（US）；
Webley PaulA（US）

Asslgnee：Air Products and Che皿土calsInc Asslgnee Code：01184

Patent（No，Date）；Applic（No，Date）：US 5531809 960702 US 307985 940914

REMOVAL OF CARBON DIOXIDE FROM GAS STREAMS

Inv？nt。rS：Bulov Martln川S）；Fitch Frank R川S）；Ojo Adeola F（US）
Asslgnee：BOC Grouf）工nc The Asslgnee Code：10093

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5531808 960702 US 363187 941223

COMB工NATION CATALYST／ADSORBER SYSTEM FOR TREATING AN ENG工NE EXHAUST GAS

SでREAH

工nvento工、S：Cowan Tlmothy M（US）；Dunne Stephen R（US）；Kass Lavrence T（US）

；Relnertsen Dennls（US）
Asslgnee：UOP Asslgnee Code：20295

Patent（No，Date）；A押11c（No，Date）：US 5531068 960702 US 492379 950619

PROCESS FOR ALKANE 工SOHER工ZATION USING REACTIVE CIIROHATOGRAPIIY AND REACTIVE

DESORBENT

Inv？ntOrS：Dandekar Hemant W（US）；Funk Gregory A（US）
Asslgnee：Unasslgned Or Asslgned ToIndlvidual Asslgnee Code：

PatentくNo，Date）；Applic（No，Date）：US 5530173 960625 US 333683

PROCESS FOR ALKANE ISOMERIZATION USING REACTIVE CHROHATOGRAPHY

Inventors：DandekaT Hermant W（US）；Funk Gregory A（US）；Hobbs

；Kojlma Masamチ（US）
Assignee：UOP Asslgnee Code：20295

Patent（No，Date）；Af〉Plic（No，Date）：US 5530172 960625 US 333682

68000

941103

Slmon H（US）

941103

ETIIYLBENZENE A工一KYLATION WITH ETHYLENE TO PRODUCE PARA－D工ETHYLBENZENE

工nvento工、S：BeckJef■f工・ey S（US）；Brown Stephen H（US）；McCullen ShaI・On B

（US）；01son Davld H（US）；Ste工・n David L（US）
Assignee：MobllOilCo工、P Asslgnee Code：56432

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5530170 960625 US 468597 950606

PROCESS FOR TIIE PRE・PARAT工ON OFl，4－BUTENEDIOL

Inv？ntOrS：Tustln Gerald C（US）
Asslgnee：Eastman ChemlcalCo Asslgnee Code：28790

Patent（No，Da．te）；Applic（No，Date）：US 5530167 960625 US 517394 950821

MODIF工ED

Inventors

Pete工・

Asslgnee：

Patent（No

MOLECULAR SIEVES BY MEANS OF SOL工D ION EXCHANGE

：Bock Thomas（DE）；E工、nSt Stefan（DE）；KIss Akos（DE）；Kle土nschmlt

（DE）；KITOmminga Tho皿aS（DE）；WeltkampJens（DE）
Degussa DE Asslgnee Code：23568

，Date）；Applic（No，Date）：US
5529964 960－625 US 388832 950215

TANNIN STAINING AND FUNGUS GROWTH INHIBITOR PIGMENT AND HANUFACTURING

PROCEDURE

工nv？ntOrSニSinkoJohn（US）
Asslgnee：Wayne P土gment Co工・P Asslgnee Code：29831

Patent（No，Date）；Af〉Pllc（No，Date）：US 5529811 960625 US 367100 941230

STRUCTURED LIQU工D COMPOSITIONS COMPRISING SELECTED SECONDAEY ALCOHOL

SULFATES AND A DEFLOCCU■LATING POLYMER

工nv？ntOrS：Falk Nancy A（US）
Asslgnee：ConopcoInc Assignee Code：23809

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5529724 960625 US 384169 950206
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HIGH ÅCTIVE DETERGENT PASTES

Inv？ntOrS：Aouad Yousef G（BE）；Van Dljk PaulIA（BE）；VegaJose L（BE）

Asslgnee：Proeter ＆ Gamble Co The Asslgnee Code：68128

Patent〈No，Date）；Applic（No，Date）：US 5529722 960625 US 295858 940907

REPLACEABLE INTEGRATED WATER FILTRATION AND STERILIZATION CARTRIDGE AND

ASSEMBLY TIIEREFOR

InvヲntOrS：KoriヮAmos くUS〉

Asslgnee：t九1aSSlgned Or Asslgned

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：

INSULATION MATERIAL

Inv？ntOrS：Riegler Norbert（AT）
Asslgnee：Unasslgned Or Asslgned

Patent（No，Date）；Af）Pllc（No，Date）：

ToIndlvldual Assignee Code：

US 5529689 960625 US 310955

ToIndlvldual Assignee Code：

US 5529624 960625 US 226346

68000

940923

68000

940412

MULTIPLE ZEOLITE ADSORBENT LAYERS IN OXYGEN SEPARATION

工nvento工、S：Heyer MIchaelL（US）；Watson ChaI・1es F（US）；Whltley Roge工・D

（US）
Asslgnee：Air PI、oducts and ChemicalsInc Assignee Code：01184

Patent（No，Date）；Af〉Pllc（No，Date）：US 5529610 960625 US 373836 950117

AIR CLEANER 技AVING A THREE DIMENSIONAL VISCO－ELASTIC MATRIX OF MATERIAL

Inventors：Bayer Charlene W（US）；GoochJan W（US）
Assignee：Geo工■gla Tech Resea工・Ch Corp．Asslgnee Code：

Patent（No，Date）；A王）Pllc（No，Date）：US 5529609 960625

PSA PROCESS WITH DYNAMIC PURGE CONTROL

工nvヲntOrS：Tan Zlmlng川S）

Asslgnee：BOC G工・OuP 工nc The Asslgnee Code：

Patent〈No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5529607

20946

US 335661 941107

10093

960625 tJS 404661 950315

PROCESS FOR PRODUCING MONOALKENYL AROMATIC HYDROCARBON COMPOUND

Invento工、S：Hashlmoto Aklo（JP）；Kato Klnji（JP）；Nakamura Kenlchl（JP）；

SasaklTakayo（JP）；TakagチWa Hakoto（JP）
Asslgnee：HitsublshiGas ChemlCalCoIncJP Assignee Code：56263

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5527977 960618 US 266145 940627

SYNTHESIS

CATALYSTS

Inventors

Asslgnee：

Patent（No

OF ETHYL T－BUTYL ETHER FROM T－BUTANOL IN ONE STEP US工NG ACID

Benac BriaヮL（US）；Hwan ReトYuJ川S）；KniftonJohn F（US）
Texaco ChemlCalInc

Date）；Af〉Pllc（No，Date）：US 5527970 960618 US 382707 950202

P温OCESS OF THE ISOLATION OF L－LEUC工NE ANDIJ－ISOLEUCINE FROM AQUEOUS

SOIノUTIONS

Inventors：Le Quang Tien（FR）；Richet Ge工、ard（FR）；Schaffer－T工・effenfeldt
Wllt工・ud（DE）；SchoIz Ha工、10（DE）；SextlElfrlede

As電士官Tee：℡egⅦ電首a D首 A電slgnee C－dde：23ち6召

Patent（No，Date）；Applic（No，Date）：US 5527958 960618

CATALYST

Invento工・S

Asslgnee：

Patent（No

（DE）；YonselSems（TR）

REGENERATION PROCEDURE FOR SULFUR－SENSITIVE

：Haun Edwa工、d C deceased（US）；RessICharles
UOP Assi・gnee Code：20295

，Da．te）；Af〉Plic（No，Date）：US
5527750 960618

US 309780 940921

CATALYSTS

T（US）

US 365662 941229

HETHOD Of、HAKING A TITANIUM－CONTAINING HOLECULAR SIEVE

Inventors：Croeeo Guy L（US）；Saxton R9bertJ（US）；Wljesekera KanthlS

（US）；ZajacekJohn G（US）
Assignee：A工ICO ChemicalTechnology 工nc Asslgnee Code：20082

Patent（No，Date）；Af〉Plle（No，Date）：US 5527520 960618 US 420187 950411
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ANIHAL EXCREMENT TREATMENT MATERIAL AND METHOD FOR PRODUCING THE SAME

Inv？ntOrS：Ito Hlroshi（JP）

Asslgnee：DaikiK KJP

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5526771 960618 US122409 931124

CROSS－L工NKABLE POLYMERIC COMPOSITIONS，PROCESS FOR THEIR PREPARATION AND

MANUFACTURED ARTICLES OBTAINED THEREFROM

工nventors：Barbero GlancaI、10（IT）；BI・eSSan Glanca工、10（IT）；B工・ichta Co工・rado

（IT）；T工・Oglia Claudio（IT）

Asslgnee：Enlchem AugustaIndustrlale sITI

Patent（No，Date）；Applic（No，Date）：US 5525680

PENTASIL ZEOLITES AGGLOMERATED IN THE FORM

Inv？ntOrSニMueller Ulrlch（DE）；Relch Axel

Asslgnee：BASF AG DE Assignee Code：07016

Patent（No，Date）；Af）Pllc（No，Date）：US 5525323

IT

960611 US 738439 910731

0F HOLLOW SPIIERES

（DE）；UngeI・Kla．uβ（DE）

960611 US 266353 940630

SULFUR REDUCTIONIN FCC GASOLINE

Inv苧ntOrS：Klm Gwan（US）；Wormsbeeher RIchard F（US）
Asslgnee：Grace，W R ＆ Co－Conn Asslgnee Code：20513

Patent（No，Date）；Applic（No，Date）：US 5525210 960611 US 297738 940830

PROCESS FOR THE IMPROVED PRODUCTION OF M工DDLE DISTIL工一ATES JOINTLY WITH THE

PRODUCTION OF HIGH VISCOSITY OILS WITH HIGH VISCOSITY INDICES FROM HEAVY

PETROLEUH CtTTS

Invento工・S：Blgeard Ple工・工・e－HenI、i（FR）；Blllon Alaln（FR）；Pe工、1esJean－PleIでe

（FR）
Asslgnee：Instltut Francals du PetI・01e FR Assignee Code：31969

Patent（No，Date）；Appl土c（No，Date）：US 5525209 960611 US 330820 941024

CATALYTIC

CONTROLLED

エnventors：

Asslgnee：

Patent（No，

REDUCTION OF NITROGEN OXIDES IN METHANE－FUELED ENGINE EXHAUST BY

METflANE INJECTIONS

HanselJames G（US）
Al工・Products and ChemlcalsInc Asslgnee Code：01184

Date）；Appllc（No，Date）：US 5524432 960611 US 330158 941027

HIGHLY SELECTIVE N－OLEFINISOHERIZATION PROCESS USING LOW ZEOLITE CONTENT

ZS肘－35 CATALYST

工nvento工・S：Haelslg Claus－Pete工・（US）；Hus＄ AlblnJr（US）；Klocke DonaldJ

（US）；LIssy Da工・1a N（US）；RahmlmIraj I（US）
Asslgnee：MobllOilCo工・P Asslgnee Code：56432

Patent（No，Date）；Af）Pllc（No，Date）：US 5523511 960604 US 228779 940418

TREATED BOtrND FERRIER工TE ZEOLITES FOR SKELETAL ISOMERIZATION OF N－OLEFINS

TO ISO－OLEFINS

Inventors：BrowneJames E（US）；HadoYanetZ Allson E（US）；HazenJohn（US）；
0，Young CbトLln（US）；Pellet ReglSJ（US）

Asslgnee：TexacoInc Assignee Code：83832

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5523510 960604 USl12920 930830

CATALYST W工TH AN OMEGA ZEOLITE BASE，CONTAINING AT LEAST ONE GROUP 工IA，

ⅠVB，ⅠIB ORIVA METAL，AND USE THEREOFIN THEISOMERIZATION OF AN A見OMATIC

C8 CUT

Inventors：BassetJeチn－Harle（FR）；BenazzIErlc（FR）；Choplin Agnes（FR）；
JolyJean－FrancoIS（FR）；TraveITS Ch工・1stlne（FR）

Asslgnee：工nstltut Francais du PetI・01e FR Assignee Code：31969

Patent（No，Date）；AI）Pllc（No，Date）：US 5523506 960604 US 294709 940823

ZEOL工TE－CATALYZED ISOME兄工ZAT工ON OF SYM－OCTAHYDROPHENANTHRENE TO

SYM－OCTA打YDROANTH又ACENE

工nv？ntOrS：Song Chunshan（US）
Asslgnee：Penn State Research Foundation The Asslgnee Code：31470

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5523505 960604 US 290648 940815
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PURIFICATION OF HEXAFLUOROETHANE f〉RODUCTS

Inventors：Co工・bln Davld R（US）；FeI・nandez RIchard E 〈US）；Mahle工・Barry A

（US）
AssigIlee：Du Pont de Nemou工・S，EI＆ Co Assignee Code：25048

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5523499 960604 US 295669 941228

INTEGRATED PROCESS FOR EPOXIDATION

InvヲntOrS：Croeeo Guy L（US）；JublnJohn CJr（US）；ZajacekJohn G川S）
Asslgnee：AエーCO ChemicalTechnologyInc Asslgnee Code：20082

PatentくNo，Date）；Appllc（No，Date）：US 5523426 960604 US 368175 950104

CATALYST

NITRILES

Inventors

（VE）；

Asslgnee：

Patent（No

FOR TIIE S工・MULTANEOUS SELECTIVE HYDROGENATION OF DIOLEFINS AND

AND METHOD OF′ HAKING SAME

：de Agudelo Magdalena R（VE）；GueIでaJulla（VE）；Medlna Ma工・1ela

Romero T工・1no くVE）

Intevef〉 S A VE Asslgnee Code：11044

，Date）；Af〉Pllc（No，Date）：US
5523271 960604 US 354969 941213

REHOVAL OF HERCURY FROM NATURALLY OCCURRING STREAMS CONTAINING ENTRAINED

MINERA工一 PA兄TICLES

工nv？ntOrS：HarkovsJohn（US〉
Asslgnee：UOP Asslgnee Code：20295

Pa．tent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5523067 960604 US 336591 941109

MO工〉エFIED ZEOLITE BETA，PROCESSES FOR PREPARATION AND USE THEREOF

Inv？ntOrS：Gajda GregoryJ（US）；GaJek RIchard T川S）
Asslgnee：UOP Asslgnee Code：20295

Patent（No，Date）；A玉）Pllc〈No，Date〉：US 5522984 960604 US 453331 950530

PRODUCTION OF COLD BY ADSO兄PTION／DESORPTION OF CARBON DIOXIDE

Inventors：Boye Phlllppe くFR）；Guillot Andre 〈FR）；H且rty Alaln（FR）；
Pelletler Patrice（FR）；Splnner Berna工・d（FR）

Asslgnee：Manufactures de Vetements PaulBoye S A FR

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5522228 960604 US 281643 940728

FUNCTIONAL CE且AH工CS

工nv？ntOrS：Hlga Teruo（JP）
Asslgnee：Unassigned Or Asslgned ToIndlvidual Asslgnee Code：68000

P・atent（No，Da．te）；ApplleくNo，Date）：US 5521131 960528 US 263461 940622

METHOD FOR THE REDUCTION OF NITROGEN OXIDES US王NGIRONIMPREGNATED ZEOLITES

Inv？ntOrS：Sharma Sanjay B（US）；SblhablDavld S（US）
Asslgnee：HobllOilCo工、P Asslgnee Code：56432

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5520895 960528 US 271693 940707

SOLID DETERGENT COMPOSITIONS COMPRISING AT LEAST ONE STORAGE－STABLE，

BIODEGRADABLE AND NON－HYGROSCOPIC DE兄ⅠVATIVE OF A POLYCARBOXYLIC POLYHER

工nv？ntOrS：Ponce Arnaud（FR）；Tournllhac Florence（FR）
Asslgnee：Rbone－Poulene Cbimie FR Asslgnee Code：11022

Patent（No，Date）；Applic（No，Date）：US 5520842 960528 US187063 940127

DISTILLATE tTPGRADING PROCESS

工nventors：Brown StephenIl（US）；Duエーand PaulP（US）；Hllbert Tlmothy L（US）
；Klllany Thomas R（US）；Lee Chang－Kuel（US）；TrewellaJeff工・ey C（US）

Asslgnee：Mobil011Corp Assignee Code：56432

P且tent（No，Date）；Applic（No，Date）：US 5520799 960528 US 309287 940920

PROCESS FOR REFORMING HYDROCARBON FEEDSTOCKS OVER A SULFUR SENSITIVE

CATALYST

Inv？ntOrS：Innes Robert A川S）
Asslgnee：Chevron ChemicalCo Asslgnee Code：29942

Patent（No，Date）；Af〉Plユc（No，Date）：US 5520798 960528 US 264439 940623
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FLUID CATALYTIC CRACKING WITH A ZINC FERRITE－CONTAIN工NG CATA工一YST

工nv苧ntOrS：Ino T＆kashl（JP）；Kato K01chl（JP）；Nakatsuka Yasuo くJP）

Asslgnee：NIppon OllCo ⊥tdJP Ass土gnee Code：59907

Patent（No，Date）；Applic（No，Date）：US 5520797 960528 tJS 202829 940228

REFORMING／DEHYDROCYCLIZATION CATALYSTS

Inv？ntOrS：Chen Qianjun（US）；Coughlin Peter K（US）；Pellet RegisJ（US）
Asslgnee：UOP Asslgnee Code：20295

Patent（No，Date）；AppllcくNo，Date）：US 5520796 960528 U▲S 305529 940913

CASTING INVESTMENT COMPOUNDS

InvヲntOrS：Grunwald Martln（DE）；Puppe Lothar（DE）；Schwabe Peter（DE）
Asslgnee：Bayer AG DE Asslgnee Code：29448

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5520726 960528 US 252868 940602

PROCESS f10R THE PRODUCTION OF GRANULES SUITABLE AS WETT工NG AGENTS，

DETERGENTS ANI）／OR CLEANING PRODUCTS

InventoI・S：Beck Wllhelm（DE）；FuesJohann（DE〉；Koch Otto（DE）；Raehse
Wllf工・ied（DE）

Asslgnee：HenkelCo工・P Asslgnee Code：03586

Patent（No，Date）；Af〉Pllc〈No，Date）：US 5519948 960528 US 284613 941026

ADSORBENT COMPOSITES FOR SORPTION COOLING PROCESS AND APPARATUS

エnv？ntOrS：Behan Albert S（US）；Dunne Stephen R川S）
Asslgnee：UOP Assignee Code：20295

Patent（No，Date）；Af〉Plie（No，Date）：US 5518977 960521 US 462394 950605

LOW DENSITY GLASSY MATERIALS FOR BIOREMED工ATION SUPPORTS

Invento工・S：Brezny Rasto（US）；Ke工・kar Awdhoot V（US）；Pa工・ker Frede工、1ckJ

（US）
Asslgnee：GI・aCe，W R ＆ Co－Conn Asslgnee Code：20513

Patent（No，Date）；Af）PllcてNo，つate）：US す5∫8すm 96打52●1 US 3す7995 勺412汀5

SUBSTITUTION OF SN IN PLACE OF AL IN THE FRAMEWORX OF MOLECtTLAR SIEVE VIA

T見EATMENT WITH FLUORIDE SALTS

工nv？ntOrS：Chapman Dlane M（US）；Flanlgen Edlth M（US）；Skeels Gary W（US）
Asslgnee：UOP Assignee Code：20295

Pa．tent（No，Date）；Apf）1ic（No，Date）：US 5518708 960521 US 336395 941108

ADSORPTIVE HONEYCOMB－SHAPED CERAMIC STRtJCTURE AND METHOD FORITS PRODUCTION

Inventors：Ishlkawa Kanヱ0（JP）；KaJiMitsunari（JP）；Miyamoto Hirok土（JP）；
Ohta HIchlnosuke（JP）；Sukeda Yoshihiko（JP）

Assignee：Osaka P工、efectu工・eJP；Kawata Mfg Co LtdJP Asslgnee Code：62425

Patent（No，Date）；Af〉Pllc（No，Date）：US 5518678 960521 US 457780 950601

PARTICULATE DETERGENT COMPOSITION OR COMPONENT COMPRISING ZEOLITE MAP ASA

CARRIER

Inv？ntOrS：Ch叩Ple Andrew P（GB）；Emery Willaim D（GB）；Knlght Peter C（GB）
AさSlgnee：ConopcoInc Assignee Code：23809

Patent（No，Date）；Applic（No，Date）：US 5518649 960521 US 514475 950811

PROCESS FOR TIIE PRODUCTION OF PASTE－FORH DETERGENTS

Invento工・S：Bea．ujean Hans－Josef（DE）；BodeJens（DE）；Sehaefe工・NorbeI・t（DE）
As卓上gnee：HenkelKGaA DE Asslgnee Code：01324

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5518645 960521 US 338565 941207

SORPTION

Inventors

Asslgnee：

P且tent（No

APPA兄ATU■S AND METHOD FOR COOLING AND HEATING

：Maler－Laxhube工・Peter（DE）；SchwarヱJoェ、n（DE）
Zeo Tecb DE

，Da．te）；Appllc（No，Date）：US
5518069 960521 US 260016 940615

DEHYDROGENATION USING SULFUR TOLERANT ZEOLITE CATALYST

Inventors：Johnson PaulG（甘S）；Mlller Ste王）henJ（US）

Asslgnee：Chevron USA 工nc Assignee Code：14764

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5516961 960514 US 252705 940602
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DUAL BED XYLENE ISOHERIZATエON

Inv？ntOrS：AblchandaniJeevan S（US）；Venkat Chaya R（US）
Asslgnee：MobllOilCo工・P Asslgnee Code：56432

Patent（No，Date）；Af）Plic（No，Date）：US 5516956 960514 US 342322 941118

PROCESS FOR MAKING A ナチⅠⅩTURE OF ISOMmI℃ ●DECY工．ALCO打DLS

Inventors：Bahrmann Helmut（DE）；Greb Wolfgang（DE）；Heymanns Peter（DE）；
Lappe Peter（DE）；Hulleェ・Thomas（DE）；SzameitatJuェ・gen（DE）；Wlebus
E工・nSt（DE）

Asslgnee：Hoechst AG DE As＄1gnee Code：29472

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5516948 960514 US 484589 950607

EPOXIDATION OF OLEFINS VIA CERTAIN MANGANESE COMPLEXES

工nvento工・S：HumI）hI・eyS Robert（US）；Ju工・eller Sha．ron H（US）；Kerschne工・Judlth

L（US）
Asslgnee：NatlonalSta．rch and ChemlcalInvestment H01ding Corp

Asslgnee Code：23275

Patent（No，Da．te）；Applic（No，Date）：US 5516738 960514 US 250407 940527

SELECTIVATING ZEOLITES WエTH ORGANOSIL工CEOUS AGENTS

Inv？ntOrS：Chang Clarence D（US）；Rodewald PaulG川S）
Asslgnee：HobllOllCorp Asslgnee Code：56432

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5516736 960514 US 306566 940915

GRANULATES USEFUI。FOR PREPARING EFf、E兄VESCENT PESTICIDE TABLETS

Inv？ntOrS：ZellwegerJean－MIchel（CH）
Asslgnee：Unasslgned O工、Asslgned ToIndlvldual Asslgnee Code：68000

Patent（No，Date）；Applic〈No，Date）：US 5516529 960514 US 90553 930712

STAGED HETAIノーPROHOTED ZEOLITE CATALYSTS AND HETIlOD FOR CATALYTIC REDUCTION

OF NITROGEN OXIDES tTSING THE SAME

Inventors

Asslgnee：

Patent（No

DETERGENT

Invento工・S

By工・neJohn W（US）；ChenJames M（US）；Spe工、Onello Ba工・ry K（US）
Engelha工、d Corp Asslgnee Code：07910

Date）；Appllc（No，Date）：US 5516497 960514 U■S 678777 910401

COMPOSITIONS

Aga工・Joseph T H（GB）；Hartshorn RIcha工、d T（GB）；So工・rle Graha皿A

（GB）
Asslgnee：Procter ＆ Gamble Co ThQ Asslgnee Code：68128

Patent（No，Date）；Applic（No，Date）：US 5516449 960514 US 313226 950428

METBOD OF PRODUC工NG GRANULAR SURFACTANTS

Inventors：Baue工・Volker くDE）；JacobsJochen（DE）；KIschkelDitmar（DE）；
Kraeplln Peter（DE）；Syldath Andreas（DE）

Asslgnee：HenkelKGaA DE Asslgnee Code：01324

Patent（No，Date）；Af〉Plic（No，Date）：US 5516447 960514 US196141

SULFUR REMOVAL

Inventors：Brown Wa．rren E（US）；HeyseJohn V（US）；Holte工、mann

Asslgnee：Unassユgned’ロr As岳11gn岳d To’rb古i’Ⅴ了dda⊥ Ås岳1gnee Cdde：

Patent（No，Date）；Applic（No，Date）：US 5516421 960514 US 291810

940222

Dennls L（US）
す8●0●00

940817

METHOD OF SEALING A VEHICLE LIGHTING FIXTURE

工nv？ntOrS：KamelYuiehiro（JP）；Tomita Atsushi（JP）

Asslgnee：AIca Kogyo Co LtdJP Asslgnee Code：01154

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5516390 960514 US 262677 940620

CANISTER FOR TIIE RECOVERY OF HALOGENATED HYDROCARBONS IN A GAS STREAH

工nv？ntOrS：FillpovIc Dusanka（CA）；Sweatman Fraser（CA）
Asslgnee；・P工・aXa土工、CanadaInc CA Asslgnee Code：31471

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5515845 960514 US 50687 930422
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INK－JET TYPE RECORDER

InventoI・S：Eblsu Osamu（JP〉；HotomlHldeo（JP）；Ueda Hideakl（JP）；Ueda

Takamasa（JP）
Asslgnee：Mlnolta Camera K KJP Assignee Code：56033

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5515085 960507 US 969921 921015

PROCESS FOR CONTINUOUSLY PRODUCING DIHETHYL CARBONATE

エnv？nt。rS：NIshlhlra Kelgo（JP）；T且naka Shujl（JP）；Yoshida Shlnlchi（JP）

Asslgnee：UbeIndustrles LtdJP Asslgnee Code：86840

Pat・ent（No，Date）；Af〉Pllc（No，Date）：US 5514829 960507 US 344724 941123

DESICCANT FOR HFC－32 AND HFC－152A

Invento工、S：Abe MasayuklくJP）；AdachiShige工・u（JP）；Hash土工皿OtO Hasayuki（JP）；

NoguchlYoshltaka（JP）；Takashlma Sueo（JP）
Asslgnee：Union Showa K KJP A－SSlgnee Code：18887

Patent（No，Date）；Af〉Pllc（No，Date）．：US j514633 960507 US 235694 940429

POLYESTER FILM COMPRISING A MIXTURE Of、POLYESTERS FOR HIGHLY HEAT SENSITIVE

ORIGINAL SHEET FOR STENCIL PRINTING

InvヲntOrS：Endo Kazuo（JP〉；Komlyama Meg？ml（JP）；SuzuklShlnobu（JP）
Asslgnee：DlafoilHoechst Co 工ノtdJP Asslgnee Code：30692

Patent（No，Date）；ApI）11c（No，Date）：US 5514462 960507 US 291703 940816

METHOD FOR PU’RIFYING AN OXYGEN－RICH EXHAUST GAS

Inv？nt・OrS：Eshlta Ak土norl（JP）；Kasahara Senshi（JP）

Asslgnee：Tosoh ColTP JP Assj＿gnee Code：18183

Patent（No，Date）；Af）Plic（No，Date）：US 5514355 960507 US190583 940202

METHOD FOR USING A CATALYST TO PU兄工FY EXHAUST GASES FROM A DIESEL ENGINE

Invento工、S：Domesle Ralneェ・（DE）；Engle工・Beエーnd（DE）；Kobe工・Steln Edgar（DE）；
Voelker He工・bert（DE）

Asslgnee：Degussa DE Ass土gnee Code：23568

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5514354 960507 US 928050 920811

DRYER FOR DEODORIZATION AND STERILIZATION

Inv？ntOrS：Fuj土ta Sanal（JP）
Asslgnee：Unassigned O工lAsslgned ToIndlvldual Assignee Code：

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5514346 960507 US 342807

68000

941121

DISPENSABLE POWDER DETE又GENT

Inv？ntOrS：Flower Davld M川S）
Asslgnee：Amway Corp Asslgnee Code：04103

Patent（No，Date）；Applic（No，Date）：US 5514295 960507 US 438909 950510

PRODUCTION OF PAPER

工nv？ntOrS：Cauley Thomas A（CA）；LangleyJohn G（GB）；Nlxon Adrlan（GB）

A＄Slgnee：Allled Collolds Ltd GB Asslgnee Code：01968

Patent（No，Date）；AI）Pllc（No，Date）：US 5514249 960507 tJS 268128 940706

PROCESS FOR THE PtJRIFICATION OF NIT及IC OXIDE

エnventoェ・S：Gallca Theodo工・e R（US）；Ramachand工・an Ra皿ak工・1shnan（US）；Sheu

Llen－Lung（US）
Asslgnee：BOC G工・OuPInc The Assignee Code：10093

Patent（No，Date）；Appllc（No，Date）：US 5514204 960507 US 271592 940707
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ゼオライト （44）

アトランタオリンピックでの日本の奮闘に一喜一憂しながら暑い真の日を送っています。夏と言えば，

8月に韓国で第11回国際ゼオライト会議が開催され，暑い議論が繰り広げられようとしています。ゼオ

ライトの石油精製用触媒への適用を検討してきた私にとって，今回も多くの興味深い発表があることと

期待しております。

さて，興味深いと言えば，ゼオライトに関連する最近の技術動向の中でMCMシリーズに代表される

新規なポーラスクリスタルの出現が上げられ，基礎物性および用途展開に関連した研究が現在，国内外

とも盛んに行われております。

石油精製プロセスへの応用展開として最も多く使用されているゼオライトが接触分解装置に用いられ

ているUSYゼオライトであります。USYゼオライトはここ十数年来，種々の改良が行われ，ガソリンの

中間基材製造用触媒として重要な地位を占めており，更なる改良検討が進められています。USYゼオラ

イトも改良の余地は大いにあるのですが，もうそろそろイノベーティブな技術，新規物質が石油精製プ

ロセスに登場する頃ではないかと密かに期待しているところであり，MCMシリーズ等の新規なポーラ

スクリスタルがその兆しを見せているのではないかと感じております。これからも本誌を通じ，センセ

ーショナルな新しい物質と応用実績を紹介していけたらと思っています。
（A．Ⅰ．）
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